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はじめに

• 対象読者, ix ページ

• 表記法, ix ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, xi ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xi ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォントで示しています。

CLIコマンド内の変数は、このフォントで示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL:http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用のUCSManagerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアのバージョン
と UCS Managerのバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS Software』を参
照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

概要

• 概要, 1 ページ

• Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス, 1 ページ

概要
このガイドには、Cisco UCS Centralのサーバ管理に必要な次のコンポーネントの概念および手順
に関する情報が含まれています。

• UCSサーバハードウェア

•サービスプロファイルとテンプレート

•サーバブート

•サーバポリシー

Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス
Cisco UCS Centralでは、Cisco UCS Centralを理解して設定するために、使用例に基づく次のよう
なドキュメントが用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSインフラストラクチャ、Cisco UCS
Manager、および Cisco UCS Centralについて、
簡単な説明をしています。HTML5 UIの概要、
Cisco UCSドメインの Cisco UCS Centralへの登
録方法、およびライセンスのアクティベート方

法に関する説明が含まれています。

『Cisco UCS Central Getting Started Guide』
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説明ガイド

ユーザ管理、通信、ファームウェア管理、バッ

クアップ管理、および Smart Call Homeなどの
管理タスクに関する情報を提供しています。

『Cisco UCS Central Administration Guide』

パスワード、ユーザとロール、RBAC、
TACACS+、RADIUS、LDAP、および SNMPな
どの認証タスクに関する情報を提供していま

す。

『Cisco UCS Central Authentication Guide』

装置ポリシー、物理インベントリ、サービスプ

ロファイルとテンプレート、サーバプール、

サーバブート、およびサーバポリシーなどの

サーバ管理に関する情報を提供しています。

『Cisco UCS Central Server Management Guide』

ポートとポートチャネル、VSANと vHBA管
理、ストレージプール、ストレージポリシー、

ストレージプロファイル、ディスクグループ、

およびディスクグループ設定などのストレージ

管理に関する情報を提供しています。

『Cisco UCS Central StorageManagement Guide』

ポートとポートチャネル、VLANと vNIC管
理、ネットワークプール、およびネットワーク

ポリシーなどのネットワーク管理に関する情報

を提供しています。

『CiscoUCSCentral NetworkManagementGuide』

小規模、中規模、および大規模な導入における

ドメイングループの、セットアップ、設定、

および管理のベストプラクティスを提供してい

ます。

『Cisco UCS Central Operations Guide』

Cisco UCS Centralで生じる一般的な問題への対
処方法について説明しています。

『Cisco UCS Central Troubleshooting Guide』
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Cisco UCS サーバ

• サーバ管理, 3 ページ

• 統合 KVMランチャー, 3 ページ

• 装置ポリシー, 4 ページ

• 電源制御ポリシー, 6 ページ

• 物理インベントリと論理インベントリ, 8 ページ

• ダイナミック検索, 20 ページ

サーバ管理
CiscoUCSCentralのグローバルポリシー、グローバルサーバプール、およびファームウェア管理を
使用すると、登録されたUCSドメインで次のサーバの一般的なサーバ展開と複雑なサーバ展開を
管理できます。

• Cisco UCS Bシリーズブレードサーバ

• Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバ

• Cisco UCS Mini

統合 KVM ランチャー
[統合KVMランチャ]ページでは、Cisco UCSドメイン内のすべてのサーバに(サービスプロファイ
ルに関連付けられているかどうかに関係なく)接続できます。

KVM権限を持つユーザを作成したり、KVM権限のみを持つ KVMロールを新たに使用したりす
ることができます。KVM権限のみを持つユーザがCisco UCS Central HTML5 UIにログインする場
合、表示できるのは[統合KVMランチャ]ページのみです。
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統合KVMランチャの使用

手順

ステップ 1 メニューバーで、[システムツール]アイコンをクリックして、[統合KVMランチャ]を選択します。

ステップ 2 [統合KVMランチャ]ページで、接続先にするサーバを選択します。
[フィルタ]領域のチェックボックスを使用して、選択を絞り込むことができます。

ステップ 3 [Launch KVM]をクリックします。

装置ポリシー
装置ポリシーでは、要件に合わせてサーバと他の機器を調整できます。装置ポリシーはドメイン

グループレベルでのみ設定でき、そのドメイングループ内のすべてのサーバに適用されます。

装置ポリシーはサービスプロファイルに含まれません。（注）

機器ポリシーの管理

手順

ステップ 1 [ドメイングループナビゲーション]アイコンをクリックし、ドメイングループを選択します。

ステップ 2 [設定]アイコンをクリックして、[システムポリシー]を選択します。

ステップ 3 [機器]で、[基本]をクリックし、次のフィールドに値を入力します。
a) [ラック管理アクション]で、新しいラックサーバが検出された場合のサーバ管理の設定方法を
選択します。

• [自動確認応答]：Cisco UCSは、使用可能なサーバ接続に基づいて、ドメイン別にサーバ
管理を自動的に設定します。

• [ユーザ確認応答]：Cisco UCSは、サーバ管理を自動的に設定しません。ユーザによって
確認されるまで待機します。

b) [MACアドレステーブルのエージングタイム]で、アイドル状態のMACアドレスが削除される
前にMACアドレステーブルに保持される時間を選択します。
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• [モードデフォルト]：システムはデフォルト値を使用します。エンドホストモードの場
合、デフォルトは14,500秒です。スイッチングモードの場合、デフォルトは300秒です。

• [なし]：Cisco UCSはテーブルからMACアドレスを削除しません。

• [その他]：[dd:hh:mm:ss]フィールドにカスタム値を入力します。

c) [VLANポート数の最適化]で、ポートの使用を最適化して FIでの CPU負荷を減らすために、
Cisco UCSが論理的に VLANをグループ化できるかどうかを選択します。

d) [ファームウェア自動サーバ同期状態]で、最近検出されたブレードサーバまたはラックサーバ
に対するファームウェア同期ポリシーを選択します。

• [ユーザ確認応答]：Cisco UCSは、管理者がアップグレードを確認するまでファームウェ
アを同期しません。

• [アクションなし]：Cisco UCSは、サーバでファームウェアのアップグレードを実行しま
せん。

e) [情報アクション]で、情報ポリシーがCisco UCSドメインに接続されているアップリンクス
イッチを表示するかどうかを選択します。

ステップ 4 新しいシャーシまたは FEXを追加したときのシステムの動作を指定するために、[開始段階]をク
リックしてフィールドに入力します。

a) [シャーシ/FEXリンクアクション]で、シャーシまたは FEXとファブリックインターコネクト
間のリンク数の最小しきい値を選択します。

b) [シャーシ/FEXリンクグルーピング設定（Chassis/FEX Link Grouping Preference）]で、システ
ム I/Oコントローラ、IOM、または FEXからファブリックインターコネクトへのリンクを 1
つのポートチャネルにグループ化するかどうかを選択します。

c) Cisco UCSが IOMまたは FEXからファブリックインターコネクトへのすべてのリンクをマル
チキャストトラフィックに対し使用できるかどうかを指定するには、[マルチキャストハード
ウェアハッシュ]で [有効]をクリックします。

d) [バックプレーン速度の設定]で、使用する速度を選択します。

ステップ 5 [電源]をクリックし、次のフィールドに値を入力します。
a) [電源の冗長化]で、使用する電源の冗長化ポリシーを選択します。

• [N+1]：電源装置の合計数に、冗長性を与える追加の電源装置を1つ加えた数です。シャー
シの電力負荷が均等に分担されます。電源装置がこれ以上取り付けられても、CiscoUCS
によってそれらは「オフ」状態に設定されます。

• [グリッド（Grid）]：2つの電源がオンにされます。オンにならない場合、シャーシには
N+1よりも高い冗長性が必要です。1つの電源がダウンすると、残りの電源装置が引き続
きシャーシに電源供給します。

• [冗長性なし]：すべての取り付け済み電源装置がオンになり、負荷が均等に分散されま
す。 1つの電源装置による電力の小設定（2500 W未満が必要）のみです。

b) [電力割り当て]で、Cisco UCSドメインで使用される電力割り当て管理モードを選択します。
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• [ポリシー駆動シャーシグループ容量]：関連付けられたサービスプロファイルに含まれる
電力制御ポリシーによって、シャーシレベルで電力割り当てを設定します。

• [手動ブレードレベル容量]：すべてのシャーシの個々のブレードサーバで電力割り当てを
設定します。

c) [IDソーキング間隔]で、Cisco UCSが解放したプールエンティティを再割り当てする前に、
Cisco UCS Centralが待機する秒数を指定します。 0～ 86400の整数を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ラックディスカバリポリシーの管理

手順

ステップ 1 [ドメイングループナビゲーション（Domain Group Navigation）]アイコンをクリックし、ドメイ
ングループを選択します。

ステップ 2 [設定（Configuration）]アイコンをクリックし、[システムポリシー（System Policies）]を選択し
ます。

ステップ 3 [ラックディスカバリ（Rack Discovery）]で、[有効（Enabled）]をクリックします。

ステップ 4 [基本（Basic）]の [ディスカバリポリシーアクション（Discovery Policy Action）]で、新しいラッ
クサーバを追加したときのシステムの動作を選択します。

• [即時（Immediate）]：Cisco UCSドメインは、自動的に新しいサーバの検出を試みます。

• [ユーザ確認（User Acknowledged）]：Cisco UCSドメインは、新しいサーバの検索が指示さ
れるまで待機します。

ステップ 5 [ポリシー（Policies）]をクリックして、新しく検出されたサーバで実行するスクラブポリシーを
選択します。

サーバは、選択されたサーバプールポリシー資格の基準を満たす必要があります。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

電源制御ポリシー
CiscoUCSCentralで電源制御ポリシーを作成してそれをサービスプロファイルに含めることによっ
て、登録された Cisco UCSドメイン内のブレードサーバに対する電力割り当て制御をシステムで
管理させることができます。
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CiscoUCSは、電力制御ポリシーの優先順位設定をブレードのタイプおよび設定と併せて使用し、
シャーシ内の各ブレードに対する初期電力割り当てを計算します。

通常の動作中、シャーシ内のアクティブなブレードは、同じシャーシ内のアイドルブレードから

電力を借りることができます。すべてのブレードがアクティブで、電力制限に到達した場合は、

優先順位が高い電力制御ポリシーを備えたサービスプロファイルが、優先順位の低い電力制御ポ

リシーを備えたサービスプロファイルよりも優先されます。優先順位は 1～ 10の段階にランク
付けされており、1が最も高い優先順位、10が最も低い優先順位を表します。デフォルトのプラ
イオリティは 5。

ミッションクリティカルなアプリケーションには、no-capという特殊な優先順位も使用できま
す。優先順位を no-capに設定すると、Cisco UCSが特定のサーバの未使用電力を利用しないよう
にすることができます。この設定を行うと、サーバタイプに対して許可されている最大の電力容

量がサーバに割り当てられます。

電源制御ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「電源制御ポリシーの作成」
と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [電源制御ポリシー]ダイアログボックスで、ポリシーを作成する [組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [ファン速度（Fan Speed）]を選択します。
次のいずれかになります。

• [低電力（LowPower）]：サーバを冷却し続けるのに必要な最小速度でファンが動作します。

• [バランス（Balanced）]：サーバで生成された熱に基づき、必要に応じてファン速度を上げま
す。可能なときには、必要最小限のファン速度に戻します。

• [パフォーマンス（Performance）]：サーバパフォーマンスを向上させるのに必要なファン速
度に維持します。このオプションを選択すると、電力消費が大きくなります。ファンは、常

にサーバが熱くなり始める時点の速度で動作します。

• [高電力（HighPower）]：電力消費よりもパフォーマンスを重視して、ファン速度を高速に維
持します。

• [最大電力（MaxPower）]：ファン速度が常に最高速度に維持されます。このオプションを選
択した場合、冷却能力は最高になりますが、電力消費も最大になります。

• [任意（Any）]：サーバが最適なファン速度を決定します。
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ステップ 5 [パワーキャッピング（Power Capping）]を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 6 [有効（Enabled）]を選択した場合は、[電力グループの優先順位（Power Group Priority）]を選択
します。

優先順位は 1～ 10の段階にランク付けされており、1が最も高い優先順位、10が最も低い優先順
位を表します。デフォルトのプライオリティは 5。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

物理インベントリと論理インベントリ
Cisco UCS Centralでは、Cisco UCSドメインにあるすべてのファブリックインターコネクト、サー
バ、シャーシ、およびFEXを表示できます。また、カートリッジ、ファン、CPU、IOM、ポート
などのハードウェアのタイプごとに個々のコンポーネントを表示することもできます。

登録されたUCSドメインのサーバプールとIDプールなどの論理インベントリの詳細を表示するこ
ともできます。

ファブリックインターコネクト

[ファブリックインターコネクト] (FI)ページには、登録されたCisco UCSドメインに関連付けられ
たFIに関する次の情報が表示されます。

ステータスFWハードウェアFI

この列には、ファブ

リックインターコネク

トに関する次のステー

タスが表示されます。

•全体的なステータ
ス

•最低障害レベル

•ロケータLEDのス
テータス

この列には、ファブ

リックインターコネク

トに関する次のファー

ムウェア詳細が表示さ

れます。

•ファームウェア
バージョン

•ファームウェアの
ステータス

この列には、ファブ

リックインターコネク

トに関する次のハード

ウェア情報が表示され

ます。

• FIのモデル番号と
タイプ

•シリアル番号

•固定モジュール
ポートと拡張モ

ジュールポート

の数

•イーサネット
チャネルポート

とファブリック

チャネルポート

の数

この列には、ファブ

リックインターコネク

トに関する次の情報が

表示されます。

•関連するドメイン
名と FI ID

•ドメイングルー
プの場所

•ドメインの IPア
ドレス
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ファブリックインターコネクトメインビュー

[ファブリックインターコネクトメインビュー（Fabric Interconnect Main View）]ページには、登
録された Cisco UCSドメイン内の選択したファブリックインターコネクト（FI）とそのコンポー
ネントに関する次の情報が表示されます。

• [基本（Basic）]：ドメイン内のFIの概要、ハードウェア詳細、ファームウェアバージョン、
使用中および使用可能なポート（イーサネットまたは FC）の数、管理 IP、および障害サマ
リーの詳細が表示されます。

• [固定モジュール（FixedMod.）]：FIに設置された固定モジュールの全体的ステータス、ファー
ムウェア、ハードウェア、プロパティ、および障害サマリーの詳細が表示されます。

• [拡張モジュール（Exp.Mod.]: FIに設置された拡張モジュールの全体的ステータス、ファーム
ウェア、ハードウェア、プロパティ、および障害サマリーの詳細が表示されます。

• [ファン（Fans）]：ファンの全体的ステータスとハードウェア詳細が表示されます。

• [PSU]：PSUの全体的ステータス、障害サマリー、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [Ports]: FIのすべてのポートのポート、ポートのロール、ポートステータスが表示されます。

• [Port Channels]: FIのすべてのポートチャネルと、各ポートチャネルに関する詳細情報が表示
されます。

• [TrafficMonitoring]：イーサネットまたはFCポートのトラフィックモニタリングセッション
が表示されます。

また、次のタスクも実行できます。

•ロケータLEDの点灯または消灯

•設定ステータスの表示

•スイッチングモードの設定

•ポートチャネルの作成

•統合ポート設定の管理

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。
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（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

サーバの詳細

[サーバ]ページには、登録されたCisco UCSドメインに関連付けられたサーバに関する次の情報が
表示されます。

ステータス構成ハードウェア[サーバ（Servers）]

この列には、サーバに

関する次のステータス

が表示されます。

•全体的なステータ
ス

•最低障害レベル

•電源ステータス

•使用停止サーバ。

使用停止サーバは

再稼動できます。

この列には、サーバに

関する次の設定が表示

されます。

•サービスプロ
ファイル名

•サービスプロ
ファイル組織の場

所

• [Firmware Version]

•ファームウェアの
ステータス

この列には、サーバに

関する次のハードウェ

ア情報が表示されま

す。

•ブレードサーバ
モデル

• CPUのコア数とマ
ザーボード上の

RAMの合計

•シリアル番号

• CPUの数と速度

この列には、サーバに

関する次の情報が表示

されます。

•関連ドメイン名、
シャーシ ID、お
よびスロット ID

•ドメイングルー
プの場所

•管理 IPアドレス

サーバ詳細ページ

選択したサーバとそのコンポーネントに関する次の情報を表示できます。また、次のさまざまな

タスクも実行できます。

サーバタイプによって、オプションが異なります。（注）
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• [基本]：選択したサーバの関連サービスプロファイル、障害の概要、ハードウェアの詳細、
およびファームウェアの詳細が表示されます。

• [マザーボード（Motherboard）]：マザーボードの全体的ステータスとハードウェアの詳細が
表示されます。

• [CPU]：サーバ内のすべての CPUのリストが表示されます。プロセッサを選択すると、その
プロセッサの全体的ステータス、ハードウェアの詳細、およびその他の詳細が表示されま

す。

• [GPU]：サーバ内のすべてのグラフィックスカードのリストが表示されます。グラフィック
スカードを選択すると、全体的ステータスと詳細が表示されます。

• [セキュリティ]：シスコメザニン暗号化カードなど、サーバ内のすべてのハードウェアセキュ
リティモジュールのリストが表示されます。

• [Memory]：選択したサーバで使用可能なメモリのリストが表示されます。メモリカードを選
択すると、現在の全体的ステータスとその他の詳細が表示されます。

• [アダプタ]：選択したサーバ内のアダプタの詳細が表示されます。アダプタを選択すると、
全体的ステータス、電源ステータス、およびその他の製品詳細が表示されます。

• [コントローラ]：SASやFlexFlashなどのストレージコントローラのリストが表示されます。コ
ントローラを選択すると、ステータスおよびその他の製品詳細が表示されます。

• [ストレージエンクロージャ]：選択したサーバ内のストレージエンクロージャのリストが表
示されます。エンクロージャまたは個別のスロットの詳細を表示できます。

• [Storage]：選択したサーバ内のストレージのリストが表示されます。ディスクを選択すると、
現在の全体的ステータス、ハードウェアの詳細、およびコントローラの詳細が表示されま

す。

• [LUN]：サーバで作成された仮想ドライブのリストが表示されます。仮想ドライブを選択す
ると、ステータス、設定ステータスなどの詳細が表示されます。また、仮想ドライブに関連

するタスクも実行できます。

また、次のサーバ関連タスクを実行することもできます。

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。
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• KVMコンソールの起動。

•サーバのリセット、回復、再認識、または使用停止。

•ロケータ LEDの切り替え。

シャーシインベントリ

[シャーシ]ページには、登録されたCisco UCSドメインに関連付けられたシャーシに関する次の情
報が表示されます。

ステータス構成ハードウェアシャーシ

この列には、シャーシ

に関する次のステータ

スが表示されます。

•全体のステータス

•最悪障害レベル

•電源ステータス

•温度ステータス

•解放されたシャー
シ

有効なシャーシ

IDを指定するこ
とによって、

シャーシを再稼動

できます。

この列には、シャーシ

に関する次の設定が表

示されます。

•設定ステータス

•設定エラーカウ
ント

この列には、シャーシ

に関する次のハード

ウェア情報が表示され

ます。

•シャーシのモデル
番号

•シャーシのシリア
ル番号

•ブレードの数

この列には、シャーシ

に関する次の情報が表

示されます。

•関連するドメイン
名とシャーシ ID

•ドメイングルー
プの場所

•ファブリック側

シャーシメインビュー

[シャーシメインビュー（Chassis Main View）]ページでは、Cisco UCS Central GUIを通して Cisco
UCSドメイン内のすべてのシャーシを管理および監視できます。

登録された Cisco UCSドメイン内で選択したシャーシとそのコンポーネントに関する次の情報を
確認できます。

• [基本（Basic）]：選択したシャーシ内のすべてのコンポーネントの全体的ステータスと概要、
障害サマリー、設定エラー、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [左 IOM（IOM Left）]：左 IOMモジュールの全体的ステータス、ハードウェア詳細、および
障害サマリーが表示されます。
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• [右 IOM（IOM Right）]：右 IOMモジュールの全体的ステータス、ハードウェア詳細、およ
び障害サマリーが表示されます。

• [サーバ（Servers）]：このシャーシに関連付けられたサーバの全体的ステータス、ハードウェ
ア詳細、およびファームウェア詳細が表示されます。サーバを選択すると、サーバ詳細ビュー

ページにリダイレクトされます。

• [ファン（Fans）]：シャーシ内のファンのリストが表示されます。ファンを選択すると、そ
のモジュールに関する情報、全体的ステータス、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [PSU（PSUs）]：シャーシ内のすべての PSUのリストが表示されます。PSUを選択すると、
その障害サマリーに関する情報、全体的ステータス、およびその他のプロパティ詳細が表示

されます。

また、次のタスクも実行できます。

•シャーシの確認と解放。

•シャーシのロケータ LEDの点灯または消灯

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

ストレージシャーシビュー

[ストレージシャーシ（StorageChassis）]ページでは、CiscoUCSドメイン内のすべてのCiscoUCS
C3260ストレージサーバを管理および監視できます。

選択したシャーシとそのコンポーネントに関する次の情報を表示できます。

• [基本（Basic）]：選択したシャーシ内のすべてのコンポーネントの全体的ステータスと概要、
障害サマリー、設定エラー、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [システム I/Oコントローラ（System IO Controllers）]：共有アダプタの全体的なステータス
と詳細情報が表示されます。

• [サーバ（Servers）]：このシャーシに関連付けられたサーバの全体的ステータス、ハードウェ
ア詳細、およびファームウェア詳細が表示されます。サーバを選択すると、サーバ詳細ビュー

ページにリダイレクトされます。
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• [SASエクスパンダ（SASExpanders）]：このシャーシに関連付けられた各SASエクスパンダ
の全体的なステータス、設定、およびハードウェアが表示されます。

• [ストレージエンクロージャ（StorageEnclosures）]：このシャーシに関連付けられたストレー
ジエンクロージャの全体的なステータスおよび設定がエンクロージャ別またはスロット別に

表示されます。

• [ストレージ（Storage）]：選択したサーバ内のストレージのリストが表示されます。ディス
クを選択すると、現在の全体的ステータス、ハードウェアの詳細、およびコントローラの詳

細が表示されます。

• [ファン（Fans）]：シャーシ内のファンのリストが表示されます。ファンを選択すると、そ
のモジュールに関する情報、全体的ステータス、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [PSU（PSUs）]：シャーシ内のすべての PSUのリストが表示されます。PSUを選択すると、
その障害サマリーに関する情報、全体的ステータス、およびその他のプロパティ詳細が表示

されます。

また、次のタスクも実行できます。

•シャーシの確認と解放。

•シャーシのロケータ LEDの点灯または消灯。

•選択したシャーシのディスカバリポリシーの変更。

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

FEX
[すべてのFEX]ページには、登録されたCisco UCSドメインに関連付けられた各FEXに関する次の
情報が表示されます。
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ステータス構成ハードウェアFEX

この列には、FEXに関
する次のステータスが

表示されます。

•全体的なステータ
ス

•最低障害レベル

•電源ステータス

•温度ステータス

•解放された FEX

有効な FEX IDを
指定することに

よって、FEXを再
稼動できます。

この列には、FEXに関
する次の設定が表示さ

れます。

•設定ステータス

•設定エラーカウ
ント

この列には、FEXに関
する次のハードウェア

情報が表示されます。

•モデル番号

•シリアル番号

•使用可能なポート
数

この列には、FEXに関
する次の情報が表示さ

れます。

•関連するドメイン
名と FEX ID

•ドメイングルー
プの場所

•ファブリック側

FEX メインビュー
登録されたCiscoUCSドメイン内のFEXとそのコンポーネントに関する次の情報を確認できます。

• [基本（Basic）]：UCSドメイン内のFEXの障害サマリー、全体的ステータス、およびハード
ウェア詳細が表示されます。

• [IOM]：IOMの障害サマリー、全体的ステータス、およびプロパティが表示されます。

• [サーバ（Servers）：FEXに接続されたラックサーバの数が表示されます。サーバを選択す
ると、そのサーバの全体的ステータス、ファームウェア詳細、およびハードウェア詳細に関

する情報が表示されます。

• [Fans]：FEX内のファンのリストが表示されます。ファンを選択すると、モジュール番号、
全体的ステータス、およびハードウェア詳細に関する情報が表示されます。

• [PSUs]：FEX内のすべてのPSUのリストが表示されます。PSUを選択すると、障害サマリー、
ステータス、プロパティ、および電源装置のステータスに関する詳細が表示されます。

また、次のタスクも実行できます。

• FEXの認識、解放、および再稼働。

• FEX用のロケータ LEDの点灯または消灯。

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。
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（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

ドメインテーブルビュー

[ドメインテーブルビュー（Domains Table View）]ページには、Cisco UCS Centralに登録された
ドメインに関する次の情報が表示されます。

ステータス構成ハードウェアドメイン

この列には、登録され

たドメインに関する次

のステータスが表示さ

れます。

•全体的なステータ
ス

•最低障害レベル

•試用期限切れまた
はステータス

この列には、登録され

たドメインに関する次

の設定が表示されま

す。

•プラットフォーム
ファミリ

•ファームウェア
バージョン

•ファームウェアの
ステータス

この列には、登録され

たドメインに関する次

のハードウェア情報が

表示されます。

•ファブリックイ
ンターコネクト

モデル番号とクラ

スタ状態（HAま
たはスタンドアロ

ン）

•シャーシと FEX
の数

•ブレードサーバ
とラックサーバ

の数

•ストレージに使用
可能なブレード

サーバの数

この列には、登録され

たドメインに関する次

の情報が表示されま

す。

•関連するドメイン
名とサイト

•ドメイングルー
プの場所

•管理 IPアドレス

•オーナー
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ドメイングループの詳細

[ドメイングループ（Domain Group）]ページで、ドメイングループに関連付けられたエンティ
ティに関する情報を表示できます。これには次の接続が含まれます。

•バックアップ

•設定

• [インベントリ（Inventory）]

•ドメイン ID

•ポリシー

• VLAN

• VSANs

[設定（Settings）]アイコンをクリックすると、次のタスクを実行できます。

•システムプロファイルまたはシステムポリシーの作成。

•ユーザ、認証、SNMP、および Call Homeの設定の管理。

•ドメイングループの編集、およびユーザが作成したドメイングループの削除。

ドメイングループルートは削除できません。（注）

ドメインメインビュー

[Cisco UCSドメイン(Cisco UCS Domain)]ページには、選択した Cisco UCSドメインに関する次の
情報が表示されます。

• [Kihonn (Basic)]：選択された Cisco UCSドメインの全体的ステータス、ファームウェア、使
用可能なリソース、障害サマリー、および管理詳細に関する情報が表示されます。

また、UCSCentralサブスクリプションを保留または承認したり、ドメインのメンバーシップ
を再評価したりできます。

• [FI]：1つのドメインに関連付けられたファブリックインターコネクト（FI）の数、FIの全
体的ステータス、ハードウェア詳細、およびファームウェア詳細が表示されます。

FI内のコンポーネントのステータスに関する詳細を表示するには、リストで FIをクリック
します。

• [シャーシ（Chassis）]：1つのドメインに関連付けられたシャーシの数、シャーシの全体的ス
テータス、ハードウェア詳細、および設定詳細が表示されます。シャーシ内のコンポーネン

トのステータスの詳細については、リストでシャーシをクリックします。
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• [FEX]：1つのドメインに関連付けられた FEXの数、FEXの全体的ステータス、ハードウェ
ア詳細、および設定詳細が表示されます。FEX内のコンポーネントのステータスの詳細につ
いては、リストで FEXをクリックします。

• [サーバ（Servers）]：1つのドメイン内のサーバの台数と使用可能なサーバの台数が表示され
ます。サーバの全体的ステータス、ハードウェア詳細、および設定詳細については、[サーバ
テーブルに移動（Go to Servers Table）]をクリックします。

• [ピングループ]:ドメイン内のすべてのピングループのリストと、各ピングループの詳細が表
示されます。

[Cisco UCSドメイン（Cisco UCS Domain）]ページでは、次の操作を実行できます。

•選択した Cisco UCSドメインの Cisco UCS Manager GUIを起動する。

•ドメインの全体的ステータスがOKの場合にUCSCentralサブスクリプションを保留にする。

•ドメインの全体的ステータスが保留中の場合に UCS Centralサブスクリプションをアクティ
ブにする。

•メンバーシップを再評価する。

• LANまたはSANのピングループを作成します。

ID ユニバース
[IDユニバース（IDUniverse）]には、システムで使用可能な IDのコレクション、あるいは物理ま
たは論理リソースが表示されます。すべてのプールでサービスプロファイルの柔軟性が向上し、

システムリソースを集中管理できるようになります。Cisco UCS Centralで定義されたプールはグ
ローバルプールと呼ばれ、Cisco UCSドメイン間で共有できます。グローバルプールは、Cisco
UCS Centralに登録された Cisco UCSドメイン全体で IDの一元管理を可能にします。Cisco UCS
Centralから Cisco UCS Managerに IDプールを割り当てることにより、IDがどこでどのようにし
て使用されるかを追跡し、競合を防止し、また競合が発生した場合に通知を受けることができま

す。Cisco UCS Managerでローカルに定義されたプールは、ドメインプールと呼ばれます。

異なるプールに同じ IDが存在できますが、割り当てることができるのは一度だけです。同じ
プールの 2つのブロックは、同じ IDを保有できません。

（注）

MACアドレスなどの ID情報をプールし、特定のアプリケーションをホストするサーバに範囲を
事前に割り当てることができます。たとえば、MACアドレス、UUID、およびWWNの同じ範囲
内にある Cisco UCSドメインにわたってすべてのデータベースサーバを設定できます。

[IDユニバース（ID Universe）]ページで、プールのタイプごとの IDの総数と、総数の内訳（[使
用可能（Available）]、[使用中（In Use）]、または [競合（Conflict）]）の数を確認できます。 [リ
ソース（Resource）]をクリックすると、その IDとそれが使用されている場所に関する詳細情報
を確認できます。
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すべてのプール

システム内の IDプールの完全なリストが表示されます。[使用率ステータス（UtilizationStatus）]、
[組織（Org）]、または [IDタイプ（ID Type）]で並べ替えるフィルタを使用して、可用性と使用
状況を確認できます。

インベントリリストのエクスポート

Cisco UCS Centralのテーブルビューから、データをCSV、XLS、PDF形式にエクスポートできま
す。

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、インベントリビュー(たとえば[ドメイン]、[サーバ]、
[テンプレート])を選択します。

これは[IDユニバース]には適用されませ
ん。

（注）

ステップ 2 インベントリビューで、選択したエクスポート形式に対応するアイコンをクリックします。

エクスポートする行が500より多い場合、ダウンロードする前に結果をフィルタリングする機会が
与えられます。

設定ステータスの表示

手順

ステップ 1 [テーブルの参照]アイコンをクリックして、[サーバ]、[シャーシ]、[ファブリックインターコネ
クト]、[FEX]などのハードウェアオプションを選択します。

ステップ 2 オブジェクトをクリックして選択します。

ステップ 3 詳細ビューページで [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[設定ステータス（Configuration
Status）]を選択します。
[設定ステータス]ページが表示されます。

ステップ 4 [閉じる]をクリックして、ウィンドウを閉じます。

Cisco UCS Central サーバ管理ガイドリリース 1.5    
19

Cisco UCS サーバ
インベントリリストのエクスポート



インベントリ障害

個々のインベントリページから障害を確認できます。テーブルの参照アイコンをクリックして、

物理インベントリタイプを選択します。選択した物理インベントリタイプをクリックしてインベ

ントリページを開き、[障害（Faults）]アイコンをクリックして次の情報を表示します。

• [フィルタ（Filters）]：テーブルのデータを重大度、障害タイプ、タイムスタンプでフィルタ
リングします。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた固有識別子。

• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日付と時刻。

• [原因（Cause）]：障害の原因の簡単な説明。

• [影響を受けるオブジェクト（AffectedObject）]：この問題の影響を受けるコンポーネントの
名前および場所とそのコンポーネントが見つかったドメイン。

• [障害の詳細（Fault Details）]：ログメッセージに関する詳細情報。

• [重大度（Severity）]：障害の重大度を示すアイコンが表示されます。テーブルの下にアイコ
ンキーが表示されます。

• [アクション（Action）]：ユーザの確認が必要かどうか。

ロケータLEDの切り替え
サーバ、シャーシ、ファブリックインターコネクト、FEXのロケータLEDは、オン/オフを切り替
えることができます。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照]アイコンをクリックして、[サーバ]、[シャーシ]、[ファブリックインターコネク
ト]、[FEX]などのハードウェアオプションを選択します。

ステップ 2 オブジェクトをクリックして選択します。

ステップ 3 詳細ビューページで [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ロケータLEDの切り替え（Toggle
Locator LED）]を選択します。
ロケータLEDのステータスは、[基本（Basic）]タブ上に示されます。

ダイナミック検索
Cisco UCSCentralでは、名前、ラベル、タグ、ID、PIDなどのフィルタを含むダイナミック検索ク
エリを保存できます。削除しない限り、クエリはバックグラウンドプロセスを再起動したりシス
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テムを再起動したりしても保持されます。保存されたクエリを選択して実行すると、検索結果は

最新のデータで動的に更新されます。

ダイナミック検索クエリの保存

手順

ステップ 1 ナビゲーションメニューで[テーブルの参照]アイコンをクリックして、[ドメイン]、[ポリシー]、
[スケジュール]などのビューを選択します。

ステップ 2 [フィルタ]パネルで、[障害レベルステータス]や[プラットフォーム名]などの、検索のパラメータ
を選択します。

選択すると、[フィルタ]の右側に[保存]アイコンが表示されます。

ステップ 3 [保存]アイコンをクリックし、作成する検索クエリの状況依存名を入力します。

ステップ 4 [このフィルタを保存]をクリックします。
作成したクエリが、[フィルタ]パネルの[保存済み検索]の下にリストされます。

保存済み検索クエリの実行

手順

ステップ 1 [保存済み検索]の下の[フィルタ]パネルで、以前に保存したクエリを選択します。

ステップ 2 クエリの作成時に選択したフィルタにチェックが付けられていることを確認します。

検索結果は動的に更新されます。

保存済み検索クエリの削除

手順

ステップ 1 [保存済み検索]の下の[フィルタ]パネルで、以前に保存したクエリを選択します。

ステップ 2 クエリ名の右側にあるごみ箱のアイコンをクリックします。

そうすると検索クエリはすぐに消去されます。
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第 3 章

ハードウェア互換性レポート

• ハードウェア互換性レポート, 23 ページ

• ハードウェア互換性ページ, 24 ページ

• ハードウェア互換性レポートの結果の表示, 27 ページ

• ハードウェア互換性リスト, 29 ページ

ハードウェア互換性レポート
Cisco UCSのハードウェア互換性レポートでは、シスコまたはシスコパートナー（あるいはその
両方）によってテストおよび検証された、Cisco UCSのコンポーネントおよび設定に関する相互
運用性情報を確認できます。レポートを実行し、現在のソフトウェアバージョンまたはターゲッ

トのソフトウェアバージョンと照らし合わせてステータスを確認することができます。

ハードウェア互換性レポートでは、サーバのオペレーティングシステムの互換性がチェックされ

ます。さらに、そのオペレーティングシステムに関連付けられているアダプタドライバがチェッ

クされます。

Cisco UCS Platform Emulatorを使用してハードウェア互換性レポートを実行する場合は、サー
バをチェックすることはできますが、アダプタドライバはチェックできません。そのため、

全体的なステータスが常に [判断不能（Can Not Determine）]または [未検証（Not Validated）]
になります。

（注）

ハードウェア互換性レポートを実行するには、以下が必要になります。

•ハードウェア互換性レポートを実行するすべてのサーバ。これらはサービスプロファイルに
関連付けられている必要があります。

• Cisco.comアカウント。[ハードウェア互換性カタログ（Hardware Compatibility Catalog）]を
選択し、最新バージョンのハードウェア互換性リストをダウンロードまたはインポートする

必要があります。
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まだアカウントをお持ちでない場合は、『Cisco UCS Central Administration Guide（Cisco UCS
Centralアドミニストレーションガイド）』を参照してください。

CiscoUCSCentralはハードウェア互換性リストが保存された状態で出荷されますが、レポート
を実行する前に最新バージョンに更新することをお勧めします。

（注）

ハードウェア互換性ページ
ハードウェア互換性ページには、既存のハードウェア互換性レポートやダウンロードしたカタロ

グが表示されます。最大 10個のレポートを同時にアクティブにすることができます。

このページから、次の操作を実行できます。

•レポートの表示、使用しなくなったレポートの削除（[レポート（Reports）]タブ）。

•ダウンロードまたはインポートしたハードウェア互換性リストの表示（[ダウンロード
（Downloads）]タブ）。

•ハードウェア互換性レポートの作成。

•ハードウェア互換性リストの定期的な同期スケジュールの設定。

•ハードウェア互換性リストの同期。

•ハードウェア互換性リストのインポート。

ハードウェア互換性レポートの作成

ハードウェア互換性レポートはハードウェア互換性ページに保存されます。

手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックし、[ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]を選択
します。

ステップ 2 [ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]ページで [ツール（Tools）]アイコンをクリック
し、[ハードウェア互換性レポートの作成（Create Hardware Compatibility Report）]を選択します。

ステップ 3 [ハードウェア互換性レポート（HardwareCompatibilityReport）]ダイアログボックスで、名前を入
力します。

ステップ 4 ソフトウェアの現在のファームウェアバージョンとターゲットのファームウェアバージョンのど

ちらに対してレポートを実行するかを選択します。

ステップ 5 [ターゲットバージョン（Target Version）]を選択した場合は、レポートを実行するファームウェ
アバージョンを選択します。

ステップ 6 レポートを実行する場所を選択します。次のいずれかになります。
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[すべて（All）]：サービスプロファイルに関連付けられているすべてのサーバに対してレ
ポートを実行します。

•

サーバ数が多い場合は、別のオプションを選択して、サーバ数を制限することをお

勧めします。

（注）

• [ドメイングループ（Domain Group）]：選択したドメイングループ内のすべてのサーバに対
してレポートを実行します。

• [ドメイン（Domains）]：選択した1つ以上のドメイン内のすべてのサーバに対してレポート
を実行します。

• [サーバ（Servers）]：選択した 1台以上のサーバに対してレポートを実行します。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。
ハードウェア互換性リストは最大 10個しか作成できません。さらにレポートを作成し
ようとすると、[作成（Create）]をクリックしたときにエラーが発生します。新しいレ
ポートを作成する前に、既存のレポートを 1つ以上削除する必要があります。

（注）

ホストファームウェアパッケージポリシーに基づく HCL の実行
次の基準を満たすホストファームウェアパッケージポリシーでハードウェア互換性レポートを

実行することができます。

•ホストファームウェアパッケージポリシーがサービスプロファイルまたはサービスプロ
ファイルテンプレートに割り当てられている。

•サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートがサーバに関連付けられ
ている。

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックし、[ポリシー（Policies）]を選択します。

ステップ 2 ホストファームウェアパッケージポリシーを選択します。

ステップ 3 ホストファームウェアパッケージポリシーページで、[編集（Edit）]アイコンをクリックしま
す。

ステップ 4 [ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]をクリックします。

ステップ 5 ハードウェア互換性レポートで、オペレーティングシステムおよびアダプタドライバのステータ

スを確認します。

詳細については、ハードウェア互換性レポートの結果の表示, （27ページ）を参照してくださ
い。
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ステップ 6 [保存（Save）]をクリックして、ハードウェアファームウェアパッケージポリシーに対して行っ
た変更を保存するか、[編集（Edit）]をクリックして編集モードに戻ります。

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに

基づく HCL の実行
サーバに関連付けられているグローバルサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテ

ンプレートでハードウェア互換性レポートを実行することができます。

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックし、[テンプレート（Templates）]または [ポリシー（Profiles）]
を選択します。

ステップ 2 グローバルサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 3 サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートのページで、[編集（Edit）]ア
イコンをクリックします。

ステップ 4 [Policies]タブをクリックします。

ステップ 5 [ホストファームウェアパッケージ（Host Firmware Package）]ポリシーをクリックします

ステップ 6 [ホストファームウェアパッケージ（Host FirmwarePackage）]ドロップダウン矢印をクリックし、
ポリシーを選択します。

ステップ 7 [ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]をクリックします。

ステップ 8 ハードウェア互換性レポートで、オペレーティングシステムおよびアダプタドライバのステータ

スを確認します。

詳細については、ハードウェア互換性レポートの結果の表示, （27ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 9
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ハードウェア互換性レポートの結果の表示

手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックし、[ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]を選択
します。

ステップ 2 [ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]ページの [レポート（Reports）]で、表示するレ
ポートの [結果を表示（View Results）]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [レポート（Report）]ページで、全体的なステータスを確認します。

• [判断不能（Can Not Determine）]：オペレーティングシステムまたはアダプタドライバのい
ずれかにタグが付いていません。

• [未検証（Not Validated）]：シスコまたはシスコパートナー（あるいはその両方）によるオ
ペレーティングシステムとアダプタドライバのテストと検証が実施されていません。

• [検証済み（Validated）]：オペレーティングシステムとすべてのアダプタドライバのテスト
と検証が実施済みです。

ステップ 4 オペレーティングシステムにタグが付いていない場合は、[AddTag]をクリックし、次の手順を実
行します。

a) オペレーティングシステムの [ベンダー（Vendor）]と [バージョン（Version）]を選択します。
b) [追加（Add）]をクリックします。

[互換性のあるオペレーティングシステムを表示（View compatible operating systems）]
をクリックし、検証済みのオペレーティングシステムのリストを表示します。

（注）

ステップ 5 アダプタドライバにタグが付いていない場合は、[タグを追加（AddTag）]をクリックし、次の手
順を実行します。

a) [ベンダー（Vendor）]、[デバイスタイプ（Device Type）]、および [バージョン（Version）]を
選択します。

b) [追加（Add）]をクリックします。

[互換性のあるドライバの表示（View compatible drivers）]をクリックし、検証済みのア
ダプタドライバのリストを表示します。

（注）

ステップ 6 オペレーティングシステムまたはアダプタドライバの検証が実施されていない場合は、UCSHCL
ツールを確認してください。

ステップ 7 [レポートの更新（Refresh Report）]アイコンをクリックし、レポートを再実行します。
[レポート（Reports）]ページが表示されます。
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ハードウェア互換性レポートのレイアウト

説明フィールド

レポートで検証されたサーバの数が一覧表示さ

れます。

• [未検証（NotValidated）]：サーバモデル、
ファームウェアバージョン、OS、および
アダプタの組み合わせがテスト/検証済み
の構成ではありません。

• [判断不能（CannotDetermine）]：検証済み
の構成かどうかを判断するための十分な情

報がありません。これは、タグ付けされて

いないOSまたはアダプタが原因の可能性
があります。

• [検証済み（Validated）]：OSとアダプタの
両方にタグが付けられ、検証されていま

す。

レポートサマリー（Report Summary）

レポートの全体的なステータス。Overall Report Status

レポートが実行されたサーバのファームウェア

バージョン。

Report Server Firmware Version

レポートが実行されたハードウェア互換性リス

トのバージョン。

Hardware Compatibility List Version

レポートが実行されたサーバ。

• [すべて（All）]：サービスプロファイル
に関連付けられているすべてのサーバ。

• [ドメイングループ（DomainGroup）]：選
択したドメイングループ内のすべてのサー

バ。

• [ドメイン（Domains）]：選択した 1つ以
上のドメイン内のすべてのサーバ。

• [サーバ（Servers）]：選択した 1台以上の
サーバ。

Report Run On

レポートが実行された日時。Report Date
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説明フィールド

サーバ名、スロット番号、ドメイングループ、

およびモデル番号。

サーバ

ファームウェアの現在のバージョン、およびレ

ポートが実行されたバージョン。

ファームウェア

サーバに適用されているサービスプロファイ

ル。

構成

タグ付きの場合、選択したサーバのオペレー

ティングシステム。

オペレーティングシステム

クリックすると、オペレーティングシステムに

タグが付けられます。

Add Tag

オペレーティングシステムがサポートされてい

ない場合、検証済みのすべてのオペレーティン

グシステムのリストが表示されます。

View compatible operating systems

アダプタのモデル。アダプタ

クリックすると、アダプタドライバ情報にタグ

が付けられます。

Add Tag

OSまたはアダプタドライバに関するその他の
情報。

Show Notes

アダプタドライバがサポートされていない場

合、検証済みのすべてのドライバのリストが表

示されます。

View compatible drivers

アダプタファームウェアがサポートされていな

い場合、検証済みのファームウェアのリストが

表示されます。

View supported adapter firmware

ハードウェア互換性リスト
ハードウェア互換性リストは [ダウンロード（Downloads）]タブのハードウェア互換性リストペー
ジに保存されています。Cisco UCS Centralはハードウェア互換性リストが保存された状態で出荷
されますが、レポートを実行する前に最新バージョンに更新することをお勧めします。

次のいずれかの方法で最新のハードウェア互換性リストを取得できます。

Cisco UCS Central サーバ管理ガイドリリース 1.5    
29

ハードウェア互換性レポート

ハードウェア互換性リスト



説明タイプ

Cisco.comアカウントをセットアップすると、以下が可能になります。

•ハードウェア互換性リストの定期的な同期スケジュールの設定

•ハードウェア互換性リストのオンデマンドでの同期

Cisco.comからの自動同
期

CiscoUCSCentral内でハードウェア互換性リストをダウンロードするた
めに自動同期を使用したくない場合は、リストを外部マシンに手動でダ

ウンロードしてからインポートすることも可能です。

手動によるダウンロー

ドおよびインポート

どちらの方法も、ハードウェア互換性ページの [ツール（Tools）]アイコンから実行することがで
きます。

ハードウェア互換性リストの定期的な同期スケジュールの設定

設定した頻度で最新のハードウェア互換性リストを自動的に取得するには、ハードウェア互換性

リストの定期的な同期スケジュールを設定します。

はじめる前に

Cisco.comアカウントで [ハードウェア互換性カタログ（Hardware Compatibility Catalog）]を選択
する必要があります。

まだアカウントをお持ちでない場合は、『CiscoUCSCentralAdministrationGuide（CiscoUCSCentral
アドミニストレーションガイド）』を参照してください。

手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックし、[ハードウェアの互換性（Hardware Compatibility）]を選
択します。

ステップ 2 [ハードウェアの互換性（Hardware Compatibility）]ページで [ツール（Tools）]アイコンをクリッ
クし、[ハードウェア互換性リストの定期的な同期スケジュールの設定（SchedulePeriodicHardware
Compatibility List Syncs）]を選択します。

ステップ 3 ハードウェア互換性リストを同期する頻度を選択します。

次のいずれかになります。

• [オンデマンド（OnDemand）]：[ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ハードウェア互
換性リストの同期（SynchronizeHardwareCompatibilityList）]を選択したときにハードウェア
互換性リストが同期されます。

• [毎日（Daily）]：ハードウェア互換性リストが 1日に 1回同期されます。

• [毎週（Weekly）]：ハードウェア互換性リストが週に 1回同期されます。

   Cisco UCS Central サーバ管理ガイドリリース 1.5
30

ハードウェア互換性レポート

ハードウェア互換性リストの定期的な同期スケジュールの設定

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html


• [隔週（Bi-Weekly）]：ハードウェア互換性リストが 2週間ごとに同期されます。

ステップ 4 [スケジュール（Schedule）]をクリックします。

ハードウェア互換性リストのオンデマンド同期の実行

最新のハードウェア互換性リストを必要に応じて取得するには、ハードウェア互換性リストのオ

ンデマンド同期を使用します。

はじめる前に

Cisco.comアカウントで [ハードウェア互換性カタログ（Hardware Compatibility Catalog）]を選択
する必要があります。

まだアカウントをお持ちでない場合は、『CiscoUCSCentralAdministrationGuide（CiscoUCSCentral
アドミニストレーションガイド）』を参照してください。

手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックし、[ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]を選択
します。

ステップ 2 [ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]ページで [ツール（Tools）]アイコンをクリック
し、[ハードウェア互換性リストの同期（Sychronize Hardware Compatibility List）]を選択します。
最新のハードウェア互換性リストがダウンロードされます。

互換性リストの手動でのダウンロードおよびインポート

自動同期を使用しない場合、ハードウェア互換性リストをローカルサイトまたはリモートサイト

に手動でダウンロードすることができます。

はじめる前に

Cisco.comからハードウェア互換性リストをダウンロードします。ファイルは https://
ucshclserver.cloudapps.cisco.com/fetch/current.tar.gzに保存されています。
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手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックし、[ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]を選択
します。

ステップ 2 [ハードウェア互換性（Hardware Compatibility）]ページで [ツール（Tools）]アイコンをクリック
し、[ハードウェア互換性リストのインポート（Import Hardware Compatibility List）]を選択しま
す。

ステップ 3 ローカルの互換性リストをインポートする場合は [ローカル（Local）]を選択し、ファイルの場所
を参照します。

ステップ 4 リモートファイルをインポートする場合は [リモート（Remote）]を選択します。
a) 使用する転送プロトコルを [転送プロトコル（Transfer Protocol）]から選択します。
b) [絶対リモートパス（Absolute Remote Path）]および [リモートサーバホスト名/IPアドレス
（Remote Server Host Name/IP Address）]に入力します。

c) FTP、SFTP、または SCPを選択した場合は、リモートサーバのユーザ名とパスワードを入力
します。

ステップ 5 [インポート（Import）]をクリックします。
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第 4 章

サービスプロファイルとテンプレート

• サービスプロファイルテンプレート, 33 ページ

• サービスプロファイル, 35 ページ

• サービスプロファイル設定ステータスの表示, 49 ページ

サービスプロファイルテンプレート
サービスプロファイルテンプレートでは、同じ基本パラメータ(vNICやvHBAの個数など)と、同じ
プールから取得されたID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファイルを作成できます。サー
ビスプロファイルテンプレートには、次の2種類があります。

•初期:このテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのすべてのプ
ロパティを継承しますが、このテンプレートが更新されても更新されません。

•更新:このテンプレートから作成されたサービスプロファイルは接続が維持され、このテン
プレートが更新されると更新されます。

サービスプロファイルテンプレートの作成または編集

Cisco UCS Centralで作成されたサービスプロファイルテンプレートは、登録済みのCisco UCSドメ
インのいずれでも使用できます。

既存のテンプレートを編集する場合は、[評価]をクリックして、サーバの再起動が必要かどう
かなど、変更の影響を判断する必要があります。サービスプロファイルテンプレートに行わ

れた変更は、そのテンプレートにバインドされているすべてのサービスプロファイルに影響し

ます。

（注）
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手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。Create Service Profile Templateと入力して、Enterキー
を押します。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、サービスプロファイルテンプレートを作成する [組織（Organization）]を選
択します。

a) サービスプロファイルテンプレートを特定できるように、[名前]とオプションで[説明]と[ユー
ザラベル]を入力します。

b) このテンプレートから作成されたサービスプロファイルがこのテンプレートの更新時に更新さ
れるかどうかを判断するには、[テンプレートインスタンス化モード]を選択します。

c) 関連付けられた後にすべてのサーバの電源をオフにするには、[割り当て時の電源の状態]を[電
源オフ]に設定し、オフにしない場合は[オン]を選択します。

d) [サーバプールを使用した移行時の互換性チェック]を有効にするかどうかを選択します。
[有効]を選択した場合は、[サーバ]タブでサーバプールを選択する必要があります。

ステップ 3 [識別子]をクリックして、このサービスプロファイルのIDを割り当てます。
使用するIDをそれぞれクリックします。右側で、ドロップダウンをクリックして使用可能なプー
ルを表示し、このサービスプロファイルテンプレートに使用するものを選択します。

ステップ 4 [LAN]で、既存のポリシーを割り当てる場合は[ポリシー]をクリックし、このサービスプロファイ
ルテンプレートに新しいvNICまたはiSCSI vNICを作成する場合は[詳細設定]をクリックします。
vNICの作成の詳細については、『Cisco UCS Central Network Management Guide』を参照してくだ
さい。

LANの設定には既存のポリシーを選択することを推奨します。個別の設定は規模の大き
い環境では効率的ではありません。

（注）

ステップ 5 [SAN]で、既存のポリシーを割り当てる場合は[ポリシー]をクリックし、このサービスプロファイ
ルテンプレートに新しいvHBAを作成してWWPNプールを割り当てる場合は[詳細設定]をクリック
します。

vHBAの作成の詳細については、『Cisco UCS Central Storage Management Guide』を参照してくだ
さい。

SANの設定には既存のポリシーを選択することを推奨します。個別の設定は規模の大き
い環境では効率的ではありません。

（注）

ステップ 6 [サーバ]をクリックして、既存のサーバプールまたはサーバプール認定ポリシーを割り当てます。
ポリシーをクリックし、右側のドロップダウンオプションを使用して、このテンプレートに割り

当てるサーバ関連ポリシーを選択できます。

ステップ 7 [ストレージ]をクリックして、既存のローカルディスク設定ポリシーまたはストレージプロファイ
ルを割り当てます。

ポリシーをクリックし、右側のドロップダウンオプションを使用して、このテンプレートに割り

当てるストレージ関連ポリシーを選択できます。

ステップ 8 [ポリシー]をクリックして、既存のポリシーをサービスプロファイルテンプレートに割り当てま
す。
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すべてのサービスプロファイル関連ポリシーをクリックし、右側のドロップダウンオプションを

使用して、このテンプレートにポリシーを割り当てることができます。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレート詳細ビュー

[サービスプロファイルテンプレート（Service Profile Template）]ページには、サービスプロファ
イルテンプレートに関する詳細情報が表示されます。ここから、次の操作を実行できます。

•監査ログの表示

•サービスプロファイルテンプレートの削除、複製、または名前変更

•このサービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルの作成

•ホストインターフェイス配置の設定

サービスプロファイル
CiscoUCSCentralのサービスプロファイルは、サーバ、ストレージ、ネットワークの特性を定義し
ます。

Cisco UCS Centralでサービスプロファイルを直接作成することはできません。まず、サービス
プロファイルテンプレートを作成する必要があります。

（注）

テンプレートからのサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。Create Service Profile fromTemplateと入力して、Enter
キーを押します。

ステップ 2 [基本]で、使用するサービスプロファイルテンプレートを選択し、サービスプロファイルを作成す
る[組織]を選択します。

ステップ 3 使用する[サービスプロファイル命名規則]のタイプを決定します。次のいずれかになります。

• [シンプル]：作成するサービスプロファイルの数と、各サービスプロファイルのネーミング
プレフィックスを入力します。
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サービスプロファイルは形式prefixXを使用して作成されます。たとえば、3つのサービスプ
ロファイルは、それぞれprefix1、prefix2、およびprefix3と呼ばれます。

• [詳細設定]：プレフィックス、サフィックス、サービスプロファイルの数、最初の番号、お
よび桁数を入力します。

サービスプロファイルは形式prefixXXsuffixを使用して作成されます。たとえば、400から始
まり4桁を使用する3つのサービスプロファイルは、それぞれprefix0400suffix、prefix0401suffix
およびprefix0402suffixと呼ばれます。

• [手動入力]：カンマ区切り値としてサービスプロファイル名を入力します。サービスプロファ
イルは入力された各値に対し作成されます。

単一のテンプレートから最大99個のサービスプロファイルを一度に作成できま
す。

（注）

ステップ 4 [サーバ]で、既存のサーバプールまたはサーバプール認定ポリシーを選択します。
サービスプロファイルが更新テンプレートから作成されると、サービスプロファイルの

インスタンスが作成された後、テンプレート内のサーバプールまたはサービスプール認

定ポリシーを変更すると、ここで選択した値が更新されます。これによって、サーバが

再起動される場合に、関連付けられているサーバが別のサーバに変更される可能性があ

ります。

（注）

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

テンプレートへのサービスプロファイルのバインド

手順

ステップ 1 [サービスプロファイル]ページで、[ツール]アイコンをクリックし、[テンプレートにバインド]を
選択します。

ステップ 2 [インスタンス化するサービスプロファイルテンプレート]で、使用可能なリストからサービスプロ
ファイルテンプレートを選択します。

ステップ 3 [バインド]をクリックします。
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テンプレートからのサービスプロファイルのアンバインド

手順

ステップ 1 [サービスプロファイル（Service Profile）]ページで [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、
[テンプレートからアンバインド（Unbind from Template）]を選択します。

ステップ 2 [テンプレートからアンバインド（Unbind from Template）]確認ダイアログボックスで、[はい
（Yes）]をクリックします。

サービスプロファイルへのサーバの手動割り当て

サーバの手動割り当てについては、「Video: Assigning a Server to a Global Service Profile Manually」
をご覧ください。

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 [プロファイル]ページで、変更するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル]ページで、[ツール]アイコンをクリックし、[サーバの手動割り当て]を
選択します。

ステップ 4 [Compatibility Check On Migration Using Manual Assignment]を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 5 サービスプロファイルに割り当てるサーバを選択します。

ステップ 6 [指定する（Assign）]をクリックします。
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サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレート上

のインターフェイス配置の設定

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、[プロファイル（Profiles）]または [テンプレート
（Templates）]を選択します。

ステップ 2 編集するサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 3 [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[インターフェイス配置の設定（Configure Interface
Placement）]を選択します。

ステップ 4 [ホストインターフェイス配置の設定（Configure Host Interface Placement）]ダイアログボックス
の [配置（Placement）]タブで、[手動インターフェイス配置（Manual Interface Placement）]を有効
にするかどうかを選択します。

[無効（Disabled）]を選択した場合は、システムが自動的にPCIの順序に基づいてインターフェイ
スを割り当てます。

ステップ 5 [有効（Enabled）]を選択した場合は、vHBAまたは vNICを追加します。
各vNICまたはvHBAをvCONと関連付けて、管理ホストポートの割り当て方法を選択できます。

• [任意（Any）]：Cisco UCS Centralによって決定されます。

• [1]：vNICまたは vHBAをホストポート 1に明示的に割り当てます。

• [2]：vNICまたは vHBAをホストポート 2に明示的に割り当てます。

ステップ 6 [設定（Preference）]で、仮想スロットごとに [仮想スロット選択の設定（Virtual Slot Selection
Preference）]を選択します。

このフィールドは、サービスプロファイルテンプレートにのみ表示されま

す。

（注）

次のいずれかになります。

• [すべて（All）]：設定されたすべての vNICと vHBAを割り当てることができます。これは
デフォルトです。

• [割り当てのみ（Assigned Only）]：vNICと vHBAを明示的に割り当てる必要があります。

• [ダイナミックを除外（Exclude Dynamic）]：ダイナミック vNICおよび vHBAを割り当てる
ことができません。

• [未割り当てを除外（Exclude Unassigned）]：未割り当ての vNICおよび vHBAを割り当てる
ことができません。

• [usNICを除外（Exclude usNIC）]：usNIC vNICを割り当てることができません。

ステップ 7 [PCI順序（PCI Order）]で、上矢印と下矢印をクリックして順序を調整します。
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[手動インターフェイス配置（Manual Interface Placement）]が有効になっている場合は、
[PCI順序（PCI Order）]が読み取り専用になります。

（注）

ステップ 8 [構成（Configure）]をクリックします。

UUID の同期動作
CiscoUCSM3以上のサーバモデルでは、CiscoUCSManagerで設定されたUUIDは、それらのサー
バ上で実行中のオペレーティングシステムで参照される UUIDとは同期されません。UUIDの同
期では、Cisco UCS Managerの UUIDのプレフィックスがサーバのオペレーティングシステムの
UUIDと一致するように反転されます。デフォルトでは、UUIDは同期されません。

UUIDの同期動作を変更すると、サーバが再起動される可能性があります。（注）

UUIDの同期には次のガイドラインが適用されます。

• UUIDの同期は、グローバルサービスプロファイルでのみサポートされます。

• UUIDの同期は、以下の Cisco UCS Managerリリースでのみサポートされます。

◦ Cisco UCS Managerリリース 2.2(7)以降

◦ Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降

• UUIDの同期は、Cisco UCS M1/M2サーバモデルには適用されません。

• UUIDの同期が有効になっている場合、UUIDの同期をサポートしていないバージョンのCisco
UCS Managerをダウングレードまたはアップグレードする前に、UUIDの同期を無効にする
必要があります。

•サーバが関連付けられているサービスプロファイルを変更する場合は、以下の点に注意して
ください。

◦ Cisco UCS M1/M2サーバモデルは、関連付けの際に自動的に同期されます。

◦ Cisco UCS M3以上のサーバモデルは、同期が有効になっている場合、関連付けの際に
自動的に同期されます。

◦ Cisco UCS M3以上のサーバモデルは、同期が有効になっていない場合、関連付けの際
に同期されません。
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UUID の同期動作の設定

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 変更するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル（Service Profile）]ページで [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、
[UUIDの同期動作（UUID Synchronization Behavior）]を選択します。

ステップ 4 UUIDの同期を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

スタティック ID の使用
Cisco UCS Centralでは、プールによる IDソーシングが一元化されています。IDを一元化するこ
とで、Cisco UCSドメイン間でのオブジェクトの移動が容易になります。

以前は、スクリプトを使用してスタティック IDを設定することしかできませんでした。スクリプ
トは今でも使用できますが、UIを使用するほうが簡単です。スタティック IDは、手動で作成し
て UIスタティック IDフィールドに入力するか、コピーして貼り付けることができるようになり
ました。次のアドレスのスタティック IDを設定できます。

• MAC

• IP（IPv4と IPv6の両方）

• IQN

• WWPN

• WWNN

• UUID

• iSCSIイニシエータ IP

次の状況では、スタティック IDを設定できません。

•グローバルサービスプロファイルをサービスプロファイル更新テンプレートから作成し、
サービスプロファイルがそのテンプレートにバインドされている場合。

サービスプロファイルをテンプレートからアンバインドすると、スタティッ

ク IDを設定できるようになります。また、初期テンプレートからサービスプ
ロファイルを作成した場合にもスタティック IDを設定できます。

（注）
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• LCP（LAN接続ポリシー）を使用して、iSCSIMACアドレス、iSCSIイニシエータの IPアド
レス、および iSCSI IQNアドレスのグローバルサービスプロファイルを作成した場合。

• SCP（SAN接続ポリシー）を使用して、WWNNおよびWWPNアドレスのグローバルサービ
スプロファイルを作成した場合。

管理VLANの設定
スタティックIDをインバンドのIPv4およびIPv6アドレスに使用する場合は、最初に管理VLANを設
定する必要があります。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照]アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 スタティックIDを追加するグローバルサービスプロファイルを選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル]ページで、[編集]アイコンをクリックします。

ステップ 4 [LAN]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [接続]をクリックし、[管理VLAN]を選択します。

ステップ 6 [管理VLAN]ドロップダウンをクリックし、VLANを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

スタティックIDの割り当て

はじめる前に

•更新テンプレートを使用する場合は、サービスプロファイルテンプレートからグローバル
サービスプロファイルをアンバインドします。

•スタティック IDをインバンドの IPv4および IPv6アドレスに使用する場合は、最初に管理
VLANを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照]アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 スタティックIDを追加するグローバルサービスプロファイルを選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル]ページから、[ツール]アイコンをクリックし、[スタティックIDの設定]を
選択します。

ステップ 4 さまざまな[識別子]フィールドに、スタティックIDを入力します。
WWNNまたはWWPNのスタティックIDは、20:00:00:00:00:00:00:00～20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまた
は50:00:00:00:00:00:00:00～5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内にする必要があります。
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[識別子]セクションと[インターフェイス]セクションの両方からIQNにアクセスできま
す。[識別子]を介してIQNを設定し、その後[インターフェイス]を介してIQNを設定した
場合、最後のIDによって最初の IDが上書きされるので、IQNは一度のみ入力するよう
に注意してください。逆に、[インターフェイス]で最初に設定すると、[識別子]を介し
て再度設定したときに上書きされます。

（注）

ステップ 5 [使用状況の確認]をクリックして、IDが使用可能であるか、または使用中かを確認します。
使用状況は、スタティックIDを入力するたびに確認します。

ステップ 6 必要に応じてIDを削除するには、[スタティックIDのクリア]をクリックします。

ステップ 7 [Interfaces]をクリックします。

ステップ 8 スタティックIDフィールドを有効にするインターフェイスをクリックします。

ステップ 9 さまざまなインターフェイスフィールドにスタティックIDを入力します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
UUID、WWNN、IQN、またはインターフェイスIDを変更するとサーバが再起動します。

プールID
スタティックIDを設定した後、IDプールからのIDの取得に戻すことにした場合、グローバルサー
ビスプロファイルを編集してこれを行うことができます。

プールIDへの再切り替え

手順

ステップ 1 [テーブルの参照]アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 関連するグローバルサービスプロファイルを選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル]ページで、[編集]アイコンをクリックします。

ステップ 4 LANをクリックし、適切なフィールドを選択し、ドロップダウン矢印でIDを取得するプールを選
択します。

ステップ 5 SANをクリックし、適切なフィールドを選択し、ドロップダウン矢印でIDを取得するプールを選
択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

IDのリセット
CiscoUCSCentralは、プールからのIDの取得に切り替えると、次のアドレスを即座に更新します。

•インバンド管理IP
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•アウトオブバンド管理IP

• iSCSIイニシエータ

次のIDは即座には更新されません。このため、手動でIDをリセットする必要があります。

• UUID

• IQN

• MAC

• WWNN

• WWPN

ID をグローバルプールに解決するための手動による ID のリセット

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[プロファイル（Profiles）]を選択し
ます。

ステップ 2 IDを解決するグローバルサービスプロファイルを選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル（Service Profile）]ページで、[識別子（Identifiers）]アイコンをクリック
します。

ステップ 4 [割り当てられている ID（assigned ID）]カラムで、各 IDの [リセット（Reset）]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 5 [プール（pool）]ダイアログの [IDのリセット（Reset ID）]で [リセット（Reset）]をクリックし、
IDがリセットされ、静的に割り当てられた IDがプールに解決されることを確認します。
この手順には最大 10秒かかります。

ステップ 6 手動でリセットするすべての IDについて、同じ手順を繰り返します。

ステップ 7 [接続（Connectivity）]アイコンをクリックします。

ステップ 8 [インターフェイス（Interfaces）]カラムで、手動でリセットするインターフェイスを選択します。

ステップ 9 [詳細（details）]カラムで、割り当てられている IDを見つけ、[リセット（Reset）]アイコンをク
リックします。

ステップ 10 [プール（pool）]ダイアログの [IDのリセット（Reset ID）]で、[リセット（Reset）]をクリック
して IDのリセットを確認します。

ステップ 11 すべての有効なインターフェイスについて、同じ手順を繰り返します。
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サービスプロファイルの表示

[サービスプロファイル]ページでは、Cisco UCS Central内のすべてのサービスプロファイルのリ
ストを表示したり、表示するサービスプロファイルを絞り込んだりすることができます。

サービスプロファイル詳細ビュー

[サービスプロファイル（Service Profile）]ページには、サービスプロファイルに関する詳細情報
が表示されます。選択したサービスプロファイルとそのコンポーネントに関する次の情報を表示

できます。

• [基本（Basic）]：選択したサービスプロファイル内のすべてのコンポーネントの全体的なス
テータスと概要が表示されます。

• [識別子（Identifiers）]：サービスプロファイルの識別に使用されるエンティティのリストが
表示されます。

• [接続（Connectivity）]：接続関連情報のリストが表示されます。

• [FCゾーン（FC Zones）]：サービスプロファイルに含まれているファイバチャネルゾーン
のリストが表示されます。

• [サーバ（Server）]：サービスプロファイルに含まれているストレージ関連のポリシーとプ
ロファイルのリストが表示されます。

• [ストレージ（Storage）]：サービスプロファイルに含まれているストレージ関連のポリシー
とプロファイルのリストが表示されます。

• [ポリシー（Policies）]：サービスプロファイルに含まれているすべてのポリシーのリストが
表示されます。

また、次のタスクも実行できます。

•ログと設定ステータスの表示。

•このサービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの作成。

•サービスプロファイルの削除、複製、または名前変更。

•サーバの割り当てまたは割り当て解除。

•関連するサーバへの設定の再適用。

•ホストインターフェイス配置の設定。

•ゾーン分割の設定。

• iSCSIターゲットの設定。

•スタティック IDの設定。

• UUIDの同期動作の設定。
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•サービスプロファイルテンプレートからのバインドまたはバインド解除。

•サーバのシャットダウンまたはリセット。

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

ローカルサービスプロファイル詳細ビュー

[ローカルサービスプロファイル（Local Service Profile）]ページには、ローカルサービスプロ
ファイルの詳細情報が表示されます。ローカルサービスプロファイルは、Cisco UCS Managerに
よって管理されます。

[ローカルサービスプロファイル（Local Service Profile）]ページでは、次のタスクを実行できま
す。

•障害ログの表示。

•サーバのシャットダウンまたはリセット。

• KVMの起動。

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

Cisco UCS Central サーバ管理ガイドリリース 1.5    
45

サービスプロファイルとテンプレート

サービスプロファイルの表示



テンプレートテーブル

[テンプレート]ページでは、CiscoUCSCentralのすべてのテンプレートを表示できます。次のテン
プレートのタイプを表示するようにフィルタ処理できます。

•シャーシプロファイルテンプレート

•サービスプロファイルテンプレート

• vHBAテンプレート

• vNICテンプレート

このページから、次の操作を実行できます。

• 1つ以上のテンプレートへのタグの追加。

• 1つ以上のテンプレートの削除。

•テンプレートの詳細ページの表示。選択したテンプレートをクリックします。

プロファイルテーブル

プロファイルページでは、CiscoUCSCentralのすべてのサービスプロファイルまたはすべてのシャー
シプロファイルを表示できます。ページの上部から[サービスプロファイル]または[シャーシプロ
ファイル]を選択します。

このページから、次の操作を実行できます。

•表示するサービスプロファイルまたはシャーシプロファイルのフィルタ処理。

• 1つ以上のサービスプロファイルまたはシャーシプロファイルへのタグの追加。

• 1つ以上のサービスプロファイルまたはシャーシプロファイルの削除。

•プロファイルの詳細ページの表示。選択したサービスプロファイルまたはシャーシプロファ
イルをクリックします。

UCS Central の障害
Cisco UCS Centralは、Cisco UCS Centralのサービスプロファイルとシャーシプロファイルの障害
をすべて収集し、[障害ログ（Fault Logs）]ページに表示します。これらの障害を表示するには、
サービスプロファイルまたはシャーシプロファイルの詳細ページの [障害サマリー（Fault
Summary）]セクションで [障害（Faults）]アイコンをクリックします。[障害ログ（Faults Logs）]
ページには障害のタイプと重大度レベルに関する情報が表示され、システム障害を監視して認識

することができます。

障害テーブルには、障害ごとに次の情報が表示されます。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた ID
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• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日時

• [タイプ（Type）]：障害の発生元

• [原因（Cause）]：障害の原因

• [影響を受けるオブジェクト（Affected Object）]：この障害の影響を受けるコンポーネント

• [障害の詳細（Fault Details）]：障害の詳細

• [重大度（Severity）]：障害の重大度

• [アクション（Action）]：障害に必要なアクション

収集された情報を管理するには、『CiscoUCSCentralAdministrationGuide』を参照してください。

サービスプロファイルサーバ障害

Cisco UCS Centralは、サービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバ障害を収集して表
示します。サーバ障害を表示するには、[サービスプロファイル（Service Profile）]詳細ページの
[サーバ障害サマリー（Server Fault Summary）]セクションで [障害（Faults）]アイコンをクリック
します。[障害ログ（FaultsLogs）]ページには障害のタイプと重大度レベルに関する情報が表示さ
れ、障害を監視して認識することができます。

障害テーブルには、障害ごとに次の情報が表示されます。

• [フィルタ（Filters）]：テーブルのデータを重大度、障害タイプ、タイムスタンプでフィルタ
リングします。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた ID

• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日時

• [原因（Cause）]：障害の原因

• [影響を受けるオブジェクト（Affected Object）]：この障害の影響を受けるコンポーネント

• [障害の詳細（Fault Details）]：障害の詳細

• [重大度（Severity）]：障害の重大度

• [アクション（Action）]：障害に必要なアクション

サービスプロファイルの障害

サービスプロファイルと関連サーバの両方の障害をまとめて表示するには、[サービスプロファ
イル（Service Profile）]ページで [アラート（Alerts）]アイコンをクリックし、[障害（Faults）]を
選択します。次の情報が表示されます。

• [フィルタ（Filters）]：テーブルのデータを重大度、障害タイプ、タイムスタンプでフィルタ
リングします。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた ID
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• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日時

• [原因（Cause）]：障害の原因

• [影響を受けるオブジェクト（Affected Object）]：この障害の影響を受けるコンポーネント

• [障害の詳細（Fault Details）]：障害の詳細

• [重大度（Severity）]：障害の重大度

• [アクション（Action）]：障害に必要なアクション

サービスプロファイルイベントログ

選択されたサービスプロファイルのイベントログが表示されます。これには次の情報を含めるこ

とができます。

• [ID]：障害を引き起こしたイベントに関連付けられた固有識別子

• [タイムスタンプ（Timestamp）]：イベントが発生した日時

• [トリガー元]:イベントに関連付けられたユーザのタイプ

• [影響を受けるオブジェクト]：イベントの影響を受けるコンポーネント

サービスプロファイル監査ログ

選択されたサービスプロファイルの監査ログが表示されます。これには次の接続が含まれます。

•アクセスされたリソース

•イベントが発生した日時

•ログメッセージに関連付けられた固有識別子

•監査ログを生成するアクションをトリガーしたユーザ（内部セッションのユーザ、あるいは
Cisco UCS Central GUIまたは Cisco UCS Central CLIを使用して変更を加えた外部ユーザ）

•アクションをトリガーしたソース

•影響を受けるコンポーネント
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サービスプロファイル設定ステータスの表示

手順

ステップ 1 [テーブルの参照]アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 サービスプロファイルをクリックして選択します。

ステップ 3 [サービスプロファイル]ページで、右端の [アラート]アイコンをクリックして、[設定ステータ
ス]を選択します。
選択したサービスプロファイルの [設定ステータス]ページが表示されます。

ステップ 4 [閉じる]をクリックして、ウィンドウを閉じます。
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第 5 章

サーバプール

• サーバプール, 51 ページ

• サーバプール資格ポリシー, 52 ページ

• IPプール, 53 ページ

• IQNプール, 55 ページ

• UUID接尾辞プール, 57 ページ

サーバプール
サーバプールは、サーバの集合で構成されます。これらのサーバは通常、同じ特性を持ちます。

それらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ量、ローカルストレー

ジ、CPUのタイプ、ローカルドライブ構成などの属性だったりします。サーバを手動でサーバ
プールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資格情報を使用し

て割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用されるサー

バプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含むプール
をマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務組織に割り
当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。1つの
サーバは複数のサーバプールに属することができます。

特定のサーバプールを選択すると、そのプールに関する個別の詳細を表示できます。これには、

プール内のサーバ数と関連する資格ポリシーが含まれます。

サーバプールの作成または編集

サーバプールの作成に関しては、「Video: Creating a Server Pool」をご覧ください。
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サーバプールは、作成した後に、サービスプロファイルテンプレートに割り当てることができま

す。「Video: Assigning a Server Pool to a Global Service Profile Template」を参照してください。

手順

ステップ 1 アクションバーで、「サーバプールの作成」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[サーバプール]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、[組織（Organization）]をクリックして、サーバプールを作成する場所を選択
します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [資格（Qualification）]で、[追加（Add）]をクリックして新しい資格ポリシーを追加するか、[削
除（Delete）]をクリックして既存のポリシーを削除します。
詳細については、サーバプール資格ポリシーの作成または編集, （53ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 5 [サーバ（Servers）]で、プールに含めるサーバを追加します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

サーバプール資格ポリシー
サーバプール資格ポリシーは、検出プロセス中に実施されたサーバインベントリに基づいてサー

バを認定します。ポリシー内で、サーバが選択基準を満たしているどうかを判断するための資格

情報または個別のルールを設定できます。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモ

リ容量を指定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置するた

めに使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、このサー

バを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付けたりでき
ます。サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できま

す。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所

•メモリのタイプと設定

•電源グループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量

•サーバモデルまたはサーバタイプ

•オーナー
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•サイト

• [住所（Address）]

•ドメイングループ

• [ドメイン名（Domain name）]

•製品ファミリ

サーバプール資格ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「サーバプール資格ポリシー
の作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [サーバプール資格ポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する[組
織]を選択します。

ステップ 3 [名前]と、オプションの [説明]と [サーバモデル/PID]を入力します。

ステップ 4 （任意） [ドメイン]で、プラス記号をクリックして[ドメイン修飾子]を追加します。
[ドメイン修飾子]をクリックすると、システムにより右ペインのタブに使用可能なドメイン修飾の
オプションが表示されます。適切なタブをクリックして、資格を追加します。

ステップ 5 プロセッサ、メモリ、ストレージ、アダプタオプションを有効にする場合は、[ハードウェア]で適
切な資格を選択します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

IP プール
IPプールは IP IPv4または IPv6アドレスのコレクションです。次のいずれかの方法で、Cisco UCS
Centralで IPプールを使用できます。

• Cisco UCS Managerサーバの外部管理。

• iSCSIブートイニシエータ。

• Cisco UCS Managerの外部管理および iSCSIブートイニシエータの両方。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

（注）
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同じ IPアドレスが 2つの異なる Cisco UCSドメインに割り当てられた場合は、障害が発生しま
す。同じ IPアドレスを使用する場合は、[範囲（scope）]プロパティを使用して、ブロック内の
IPアドレスがパブリックとプライベートのどちらであるかを指定できます。

• [パブリック（public）]：ブロックの IPアドレスを複数の Cisco UCSドメインに割り当てる
ことができます。

• [プライベート（private）]：ブロックの IPアドレスを 1つの登録済み Cisco UCSドメインに
のみ割り当てることができます。

Cisco UCS Centralは、デフォルトでパブリック IPプールを作成します。

グローバル IPプールは、同様の地理的な場所で使用する必要があります。IPアドレッシング方式
が異なる場合は、これらのサイトに同じ IPプールを使用できません。

Cisco UCS Centralは、IPプール内の IPv4ブロックと IPv6ブロックの作成と削除をサポートしま
す。ただし、iSCSIブートイニシエータは IPv4ブロックしかサポートしません。

IP プールの作成と編集
IPプールを作成したら、選択した IPプールの総括ページで [Edit]アイコンを選択することによっ
て、それを編集することができます。IPプールを選択するには、[すべてのプール]ページにアクセ
スして、編集するIPプールを選択します。このページから、選択した IPプールの総括ページにリ
ダイレクトされます。

手順

ステップ 1 タスクバーで、「Create IP Pool」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[IPプールの作成（Create IP Pool）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、次の手順を実行します。
a) [組織（Organization）]ドロップダウンリストから、IPプールを作成またはアクセスする組織
またはサブ組織を選択します。

b) プールの名前と説明を入力します。

ステップ 3 それぞれの IPブロックをクリックして、IPアドレス（IPv4または IPv6）のブロックを作成し、
次の手順を実行します。

a) プラス記号をクリックして、選択したプール内に IPアドレスのブロックを 1つ以上作成しま
す。

b) それぞれの IPブロック開始列に、ブロック内の最初の IPv4または IPv6アドレスを入力しま
す。

c) [サイズ（Size）]列に、プール内の IPアドレスの総数を入力します。

ステップ 4 [適用（Apply）]アイコンをクリックします。
ページに追加のフィールドが表示されます。

ステップ 5 [基本（Basic）]で、次のフィールドに値を入力します。
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ブロック内の IPv4または IPv6アドレスに関連付けられたサブネットマスクを入力します。1

2 ブロック内の IPv4または IPv6アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイを入力しま
す。

3 この IPv4または IPv6アドレスのブロックがアクセスするプライマリ DNSサーバを入力しま
す。

4 この IPv4または IPv6アドレスのブロックがアクセスするセカンダリ DNSサーバを入力しま
す。

5 ブロック内の IPアドレスを Cisco UCS Centralに登録された 1つ以上の Cisco UCSドメインに
割り当てることができるかどうかを選択します。次のいずれかになります。

• [パブリック（Public）]：ブロック内の IPアドレスを 1つの登録済み Cisco UCSドメイン
にのみ割り当てることができます。

• [プライベート（Private）]：ブロック内の IPアドレスを複数のCisco UCSドメインに割り
当てることができます。

ブロックを保存した後、ブロック内の IPアドレスのスコープを変更することはでき
ません。

（注）

ステップ 6 [IPv4]または [IPv6]アドレスで、プール内の IPアドレスの数、割り当てられた IPアドレスの数、
および重複する IPアドレスの数をグラフで表示できます。

ステップ 7 [アクセスコントロール（Access Control）]で、[ID範囲のアクセスコントロールポリシー（ID
Range Access Control Policy）]ドロップダウンリストから、この IPアドレスブロックに関連付け
るポリシーを選択します。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

IQN プール
IQNプールは、Cisco UCSドメイン内の iSCSI vNICによってイニシエータ Idとして使用される
iSCSI修飾名（IQN）の集合です。Cisco UCS Centralで作成されたIQNプールは、Cisco UCSドメイ
ン間で共有できます。

IQNプールメンバの形式は、prefix:suffix:numberであり、接頭辞、接尾辞、および番号のブロック
(範囲)を指定できます。

IQNプールは、番号の範囲とサフィックスは異なるものの、同じプレフィックスを共有する複数
の IQNブロックを含むことができます。
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IQN プールの作成と編集

ほとんどの場合、最大 iSCSI修飾名（IQN）サイズ（プレフィックス +サフィックス +その他
の文字）は 223文字です。Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを
128文字に制限する必要があります。

IQNプールを作成したら、選択した IQNプールの総括ページで [編集（Edit）]アイコンを選択
することによって、それを編集することができます。IQNプールを選択するには、[すべての
プール（AllPools）]ページに移動して、編集する IQNプールを選択します。このページから、
選択した IQNプールの総括ページにリダイレクトされます。

（注）

手順

ステップ 1 アクションバーで、「IQNプールの作成」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[IQNプールの作成（Create IQN Pool）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、次の手順を実行します。
a) [組織（Organization）]ドロップダウンリストから、IQNプールを作成またはアクセスする組
織またはサブ組織を選択します。

b) IQNプールの名前と説明を入力します。
c) このプール用に作成された IQNブロックのプレフィックスを入力します。

ステップ 3 [サフィックスブロック（Suffix Blocks）]で、次の手順を実行します。
a) [+]アイコンをクリックして、選択したプール内に IQNサフィックスのブロックを 1つ以上作
成します。

b) [サフィックスブロック（Suffix Block）]列に、この IQNのブロックのサフィックスを入力し
ます。

c) [開始（Start）]列に、ブロック内の最初の IQNサフィックスを入力します。
d) [サイズ（Size）]列に、ブロック内の IQNサフィックスの総数を入力します。

ステップ 4 [適用（Apply）]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

次の作業

IQNサフィックスプールをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに
含めます。
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UUID 接尾辞プール
UUIDサフィックスプールとは、サーバに割り当て可能な SMBIOS UUIDの集合です。UUIDの
プレフィクスを構成する桁の先頭の数字は固定です。残りの桁で構成される UUID接尾辞は変数
値です。UUID接尾辞プールは、特定のプールを使用するサービスプロファイルに関連づけられ
た各サーバについて、これらの変数が一意であることを保証して競合を回避します。

サービスプロファイルでUUID接尾辞プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付
けられたサーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。Cisco UCS Centralからのグローバ
ル UUID接尾辞プールを Cisco UCS Centralまたは Cisco UCS Manager内のサービスプロファイル
に割り当てることにより、それらを Cisco UCSドメイン間で共有できます。

UUID サフィックスプールの作成と編集
UUIDプールを作成したら、選択したUUIDプールの総括ページで [Edit]アイコンを選択すること
によって、それを編集することができます。UUIDプールを選択するには、[すべてのプール]ペー
ジにアクセスして、編集するUUIDプールを選択します。このページから、選択したUUIDプール
の総括ページにリダイレクトされます。

手順

ステップ 1 アクションバーで、「UUIDプールの作成」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[UUIDプールの作成（Create UUID Pool）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、次の手順を実行します。
a) [組織（Organization）]ドロップダウンリストから、UUIDプールを作成またはアクセスする組
織またはサブ組織を選択します。

b) プールの名前と説明を入力します。
c) このプール用に作成された UUIDブロックのサフィックスを入力します。

ステップ 3 [サフィックスブロック（Suffix Blocks）]で、次の手順を実行します。
a) [Create]アイコンをクリックします。
b) [サフィックスブロック（Suffix Block）]列に、この UUIDのブロックのサフィックスを入力
します。

c) [開始（Start）]列に、ブロック内の最初の UUIDサフィックスを入力します。
d) [サイズ（Size）]列に、ブロック内の UUIDの総数を入力します。
e) [適用（Apply）]アイコンをクリックします。

UUIDプールに関連するその他のフィールドが表示されます。

f) [UUID]では、プール内の UUIDアドレスの数、割り当てられた UUIDアドレスの数、重複す
る UUIDアドレス、および UUIDサマリーをグラフで表示できます。
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g) [アクセスコントロール（Access Control）]で、このブロックに適用する ID範囲アクセス制御
ポリシーを選択します。ポリシーが存在しない場合は、タスクバーで「Create ID Range Access
Control Policy」と入力することによって、ポリシーを作成することができます。

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。

次の作業

UUIDサフィックスプールをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレート
に含めます。

   Cisco UCS Central サーバ管理ガイドリリース 1.5
58

サーバプール

UUID サフィックスプールの作成と編集



第 6 章

サーバブート

この章は、次の項で構成されています。

• ブートポリシー, 59 ページ

• ブート順序, 60 ページ

• UEFIブートモード, 62 ページ

• UEFIセキュアブート, 63 ページ

• ブートポリシーのダウングレードに関する注意とガイドライン, 64 ページ

• ブートポリシーの作成または編集, 64 ページ

ブートポリシー
ブートポリシーは、BIOS設定メニューのブート順序をオーバーライドし、次のことを決定しま
す。

•ブートデバイスの選択

•サーバのブート元

•ブートデバイスを呼び出す順序

たとえば、ローカルディスクやCD-ROM (vMedia)などのローカルデバイスから関連するサーバを
選択するか、またはSANブートもしくはLAN (PXE)ブートを選択することができます。

1つ以上のサービスプロファイルに関連付けることができる名前付きブートポリシーを作成する
か、特定のサービスプロファイルに対するブートポリシーを作成できます。ブートポリシーを

有効にするには、ブートポリシーをサービスプロファイルに含め、このサービスプロファイル

をサーバに関連付ける必要があります。サービスプロファイルにブートポリシーを含めない場

合、UCSドメインによってデフォルトのブートポリシーが適用されます。
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ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーを含んでいる更新中のサービスプロ

ファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサービスプロファイルに伝播されます。

BIOSにブート順序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再アソシ
エーションは自動的にトリガーされます。

（注）

ブート順序
Cisco UCS Centralでは、Cisco UCS Centralで作成したグローバルブートポリシーの標準または拡張
されたブート順序を使用できます。

•標準ブート順序は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされており、ブート順序の選択を制
限することができます。ローカルディスク、CD-ROM、またはフロッピーなどのローカルデ
バイス、またはSAN、LAN、またはiSCSIブートを追加できます。

•拡張ブート順序では、ブートポリシーに選択するブートデバイスをより詳細に制御できま
す。拡張ブート順序は、リリース2.2(1b)以上のすべてのCiscoUCSBシリーズM3/M4ブレー
ドサーバとCisco UCS CシリーズM3/M4ラックサーバでサポートされています。

次のブート順序デバイスは、標準ブート順序でサポートされていますが、両方で使用可能です。

• [ローカルLUN/ローカルディスク]：ローカルハードディスクからの標準ブートを有効にしま
す。プライマリまたはセカンダリLUNの名前を入力しないでください。これらは、拡張ブー
ト順序専用に予約されています。

• [CD/DVDROMブート]：ローカルCD/DVDROMドライブからの標準ブートを有効にします。

• [フロッピー]：ローカルフロッピードライブからの標準ブートを有効にします。

• [LANブート]：指定したvNICからの標準ブートを有効にします。

• [SANブート]：指定したvHBAからの標準ブートを有効にします。

• [iSCSIブート]：指定したiSCSI vNICからの標準ブートを有効にします。

次のブート順序デバイスは、拡張ブート順序でのみサポートされます。

• [ローカルLUN/ローカルディスク]：ローカルハードディスク、またはローカルLUNからの
ブートを有効にします。

• [ローカルCD/DVD]：ローカルCD/DVDドライブからのブートを有効にします。

• [ローカルフロッピー]：ローカルフロッピードライブからのブートを有効にします。

• [SDカード]：SDカードからのブートを有効にします。

• [内部USB]：内部USBからのブートを有効にします。

• [外部USB]：外部USBからのブートを有効にします。
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• [組み込みローカルディスク]：Cisco UCS C240 M4SXおよびC240 M4Lサーバの組み込みロー
カルディスクからのブート処理を有効にします。

組み込みローカルディスクまたは組み込みローカルLUNをブート順序に追加
できます。両方の追加はサポートされていません。

（注）

• [組み込みローカルLUN]：Cisco UCS C240 M4SXおよびC240 M4Lサーバの組み込みローカル
LUNからのブートを有効にします。

組み込みローカルディスクまたは組み込みローカルLUNをブート順序に追加
できます。両方の追加はサポートされていません。

（注）

• [ローカルJBOD]：ローカルディスクからのブートを有効にします。

• [KVMがマップされたCD/DVD]：KVMがマップされているISOイメージからのブートを有効
にします。

• [KVMがマップされたフロッピー]：KVMがマップされているイメージファイルからのブート
を有効にします。

• [CIMCがマップされたHDD]：CIMCがマップされているvMediaドライブからのブートを有効
にします。

• [CIMCがマップされたCD/DVD]：CIMCがマップされているvMediaCDおよびDVDからのブー
トを有効にします。

• [LANブート]：ブートする特定のvNICを選択できるようにします。

• [SANブート]：ブートする特定のvHBAを選択できるようにします。

• [iSCSIブート]：ブートする特定のiSCSI vNICを選択できるようにします。

• [リモート仮想ドライブ]：リモート仮想ドライブからのブートを有効にします。
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（注） •拡張ブート順序が指定されたブートポリシーが、Cisco UCS M1およびM2ブレードサーバ
とラックサーバ、またはリリース2.2(1b)より前のリリースがインストールされているCisco
UCSM3ブレードサーバとラックサーバに適用される場合、設定エラーが原因で関連付け
が失敗します。

•仮想メディアの USBを有効にする必要があります。BIOS設定を変更した場合、仮想メ
ディアに影響します。最適なパフォーマンスを得るために推奨されるUSBBIOSのデフォ
ルト設定を次に示します。

◦ [デバイスを起動不可にする]：[無効]に設定します。

◦ [USBアイドル電源の最適化設定]：[高パフォーマンス]に設定します。

UEFI ブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォーム
ファームウェア間のソフトウェアインターフェイスを定義する仕様です。Cisco UCSは、UEFIを
使用して BIOSファームウェアインターフェイスを置き換えます。これにより、BIOSは UEFI
モードで動作すると同時に、レガシーもサポートできます。

ブートポリシーを作成する場合、レガシーブートモードまたは UEFIブートモードのいずれか
を選択できます。レガシーブートモードはすべてのCisco UCSサーバでサポートされています。
UEFIブートモードは、Cisco UCS BシリーズM3/M4ブレードサーバと Cisco UCS Cシリーズ
M3/M4ブレードサーバでサポートされています。このモードを使用すると、UEFIセキュアブー
トモードを有効にすることができます。

次の制限は、UEFIブートモードに適用されます。

• UEFIブートモードは、Cisco UCS BシリーズM1およびM2ブレードサーバと Cisco UCS C
シリーズM1およびM2ラックサーバではサポートされていません。

• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

◦ Cisco UCSドメインと統合された Cisco UCSブレードおよびラックサーバ上の Gen-3
Emulexおよび QLogicアダプタ。

◦ Cisco UCSドメインと統合された Cisco UCSラックサーバ上のすべてのアダプタに対す
る PXEブート。

◦ Cisco UCSドメインと統合された Cisco UCSラックサーバ上のすべてのアダプタに対す
る iSCSIブート。

•同じサーバで UEFIとレガシーブートモードを混在させることはできません。

• UEFI対応オペレーティングシステムがデバイスにインストールされていることを確認しま
す。ブートポリシーに設定されたブートデバイスにインストール済みの UEFI対応 OSがあ

   Cisco UCS Central サーバ管理ガイドリリース 1.5
62

サーバブート

UEFI ブートモード



る場合にのみ、サーバは UEFIモードで正しく起動します。互換性のある OSが存在しない
場合、ブートデバイスは [ブートポリシー（Boot Policies）]ページに表示されません。

•一部の特殊なケースでは、UEFIブートマネージャエントリが BIOS NVRAMに正しく保存
されなかったことが原因で、UEFIブートが失敗することがあります。UEFIシェルを使用し
てUEFIブートマネージャエントリを手動で入力できます。この状況は、以下の場合に発生
する可能性があります。

◦ UEFIブートモードがイネーブルになっているブレードサーバとサービスプロファイル
の関連付けが解除されており、[サーバ（Server）]ページまたは前面パネルを使用して
ブレードの電源が手動で投入されている場合。

◦ UEFIブートモードがイネーブルになっているブレードサーバとサービスプロファイル
の関連付けが解除されており、ダイレクト VICファームウェアアップグレードが試行
された場合。

◦ UEFIブートモードがイネーブルになっているブレードサーバまたはラックサーバが
SAN LUNでブートオフされ、サービスプロファイルが移行された場合。

UEFI セキュアブート
CiscoUCSCentralは、CiscoUCSBシリーズM3/M4ブレードサーバとCiscoUCSCシリーズM3/M4
ラックサーバで UEFIセキュアブートをサポートしています。UEFIセキュアブートがイネーブ
ルの場合、すべての実行可能ファイル（ブートローダ、アダプタドライバなど）はロードされる

前にBIOSによって認証されます。認証されるには、イメージがCisco認証局（CA）またはMicrosoft
CAによって署名される必要があります。

次の制限は、UEFIセキュアブートに適用されます。

• UEFIブートモードは、ブートポリシーでイネーブルにする必要があります。

• Cisco UCS ManagerソフトウェアとBIOSファームウェアは、リリース2.2以上である必要があ
ります。

•ユーザにより生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFIセキュアブートは、Cisco UCS ManagerまたはCisco UCS Centralでのみ制御できます。

• CiscoUCSManagerの以前のバージョンにダウングレードする必要があり、ブレードサーバが
セキュアブートモードになっている場合は、ダウングレードを実行する前に、ブレードサー

バの関連付けを解除し、再び関連付ける必要があります。これを行わないと、そのブレード

サーバは正常に検出されません。
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ブートポリシーのダウングレードに関する注意とガイド

ライン
次の条件に該当する場合は、以前のバージョンのCisco UCS Managerにダウングレードできませ
ん。

•関連するサーバのブートポリシーで、UEFIブートモードが有効に設定されている。

•関連するサーバのブートポリシーで、UEFIセキュアブートが有効に設定されている。

•関連するサーバのブートポリシーで、拡張ブート順序が設定されている。たとえば、関連す
るサーバのブートポリシーに次のいずれかが含まれている場合です。

◦ SDカード

◦内部 USB

◦外付け USB

•関連するサーバのブートポリシーに、SANとローカル LUNの両方が含まれている。

ブートポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ブートポリシーの作成」と
入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 ドロップダウンリストから組織を選択してから、ポリシーの一意の名前とオプションの説明を入

力します。

ステップ 3 ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする場合は、[順
序を変更したときにリブートする（Reboot on Boot Order Change）]に対して [有効（Enabled）]を
クリックします。

シスコ以外の VICアダプタが実装されたサーバに適用されるブートポリシーの場合、[順序を変
更したときにリブートする（Reboot on Boot Order Change）]が無効になっている場合でも、SAN
デバイスが追加、削除、または順序変更され、ブートポリシーの変更が保存されるたびにサーバ

がリブートします。
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ステップ 4 [ブート順序（Boot Order）]セクションの vNIC、vHBA、または iSCSI vNICのいずれかがサービ
スプロファイル内のサーバ設定と一致したときに設定エラーを表示する場合は、[インターフェイ
ス名を強制（Enforce Interface Name）]に対して [有効（Enabled）]をクリックします。

ステップ 5 [ブートモード（BootMode）]で、[レガシー（Legacy）]または [Unified Extensible Firmware Interface
(UEFI)]をクリックします。

ステップ 6 を選択したら、UEFIセキュアブートを有効にするかどうかを選択します。

ステップ 7 [ブート順序]をクリックして、次の手順を実行します。
a) [Add]ボタンをクリックして、ブートオプションを追加します。
各オプションの詳細については、ブート順序, （60ページ）を参照してください。

b) ブートオプションに必要なプロパティを更新します。
c) 上矢印と下矢印を使用してブート順序を調整します。

HTML5 GUIで iSCSIブート用のブートポリシーを作成した場合は、HTML5 GUIでし
かそのブートポリシーを更新できません。

（注）

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

iSCSI ターゲットの設定

このダイアログボックスは、Cisco UCS Central CLIまたは Flashベースの GUIを使用してサー
ビスプロファイルやサービスプロファイルテンプレートで iSCSIターゲットを直接設定して
いない限り、読み取り専用です。

（注）

手順

ステップ 1 [サービスプロファイル（Service Profile）]または [サービスプロファイルテンプレート（Service
Profile Template）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[iSCSIターゲットの設定
（Configure iSCSI Targets）]を選択します。

ステップ 2 [iSCSIターゲットの設定（Configure iSCSI Targets）]ダイアログボックスで、[プライマリ
（Primary）]または[セカンダリ（Secondary）]をクリックして、iSCSI vNICを入力します。

ステップ 3 [iSCSIターゲット定義モード（iSCSI Target Definition Mode）]を選択し、必要なフィールドに入
力します。

• [静的（Static）]：iSCSI vNICの静的ターゲットインターフェイスを指定します。

• [自動（Auto）]：システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択できるよう
にします。

• [後で決定（DecideLater）]：iSCSIターゲットを設定するまで、システムで iSCSIブートが無
視されるようにします。このフィールドを使用して、今後使用しないターゲットを削除する

こともできます。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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第 7 章

サーバポリシー

• サーバポリシー, 67 ページ

• BIOSポリシー, 68 ページ

• IPMIアクセスプロファイル, 119 ページ

• Serial over LANポリシー, 120 ページ

• ホストファームウェアパッケージポリシー, 121 ページ

• iSCSIアダプタポリシー, 123 ページ

• ID範囲アクセス制御ポリシー, 124 ページ

• ローカルディスクポリシー, 124 ページ

• Quality Of Serviceポリシー, 125 ページ

• スクラブ（終了破棄の時）ポリシー, 126 ページ

• vMediaポリシー, 128 ページ

サーバポリシー
サーバポリシーでは、Cisco UCSサーバへの変更をグローバルに適用することができます。

CiscoUCSCentralでポリシーを適用する前に、サービスプロファイルにポリシーを含め、サー
バに関連付ける必要があります。

（注）
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BIOS ポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバグループに対するBIOS設定の設定を自動化します。ルー
ト組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOSポリシーを作成するか、サブ組
織の階層に対してだけ使用可能な BIOSポリシーを作成できます。

BIOSポリシーを使用するには、次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Centralで BIOSポリシーを作成します。

2 BIOSポリシーを 1つ以上のサービスプロファイルに割り当てます。

3 サービスプロファイルをサーバと関連付けます。

サービスプロファイルの関連付け時に、Cisco UCS Centralによってサーバ上の BIOS設定が BIOS
ポリシー内の設定と一致するように変更されます。BIOSポリシーを作成せず、BIOSポリシーを
サービスプロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS設定にそのサーバプラット
フォームのデフォルトが使用されます。

BIOS ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「BIOSポリシーの作成」と入力して、Enter
キーを押します。

ステップ 2 [BIOSポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する[組織]を選択し
ます。

a) [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

b) （任意） 必要に応じてその他のフィールドに値を入力します。
詳細については、基本 BIOS設定, （70ページ）を参照してください。

ステップ 3 [プロセッサ（Processor）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、プロセッサのBIOS設定, （74ページ）を参照してください。

ステップ 4 [I/O]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、I/O BIOS設定, （92ページ）を参照してください。

ステップ 5 [RASメモリ（RAS Memory）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、RASメモリの BIOS設定, （94ページ）を参照してください。

ステップ 6 [USB]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、USB BIOS設定, （97ページ）を参照してください。

ステップ 7 [PCI]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
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詳細については、PCI BIOS設定, （102ページ）を参照してください。

ステップ 8 [グラフィック設定]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、グラフィック設定の BIOS設定, （109ページ）を参照してください。

ステップ 9 [ブートオプション（Boot Options）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、ブートオプションの BIOS設定, （110ページ）を参照してください。

ステップ 10 [サーバマネージャ（Server Manager）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、サーバマネージャ BIOS設定, （112ページ）を参照してください。

ステップ 11 [コンソール（Console）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。
詳細については、コンソールの BIOS設定, （115ページ）を参照してください。

ステップ 12 [作成（Create）]をクリックします。

デフォルトの BIOS 設定
CiscoUCSCentralには、CiscoUCSがサポートするサーバの各タイプのための1セットのデフォルト
BIOS設定が含まれます。デフォルトBIOS設定は、ルート組織だけで使用でき、グローバルです。
Cisco UCSでサポートされている各サーバプラットフォームには、1セットのデフォルトBIOS設定
だけを適用できます。デフォルトBIOS設定は変更できますが、デフォルトBIOS設定の追加セッ
トの作成はできません。

デフォルト BIOS設定の各セットは、サポートされているサーバの特定のタイプに合わせて設計
されており、サービスプロファイルに BIOSポリシーが含まれていない、特定のタイプのすべて
のサーバに適用されます。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件があるのでない限り、Cisco
UCSドメインのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルトBIOS設定を使用するよう推奨しま
す。

Cisco UCS Centralにより、これらのサーバプラットフォーム固有の BIOS設定が次のように適用
されます。

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルには、BIOSポリシーは含まれていません。

• BIOSポリシーでは、特定の設定に対してプラットフォームデフォルトのオプションが設定
されます。

CiscoUCSCentralによって提供されるデフォルトのBIOS設定は変更できます。ただし、デフォル
トの BIOS設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサーバに
適用されます。特定のサーバの BIOS設定だけを変更する場合は、BIOSポリシーを使用すること
を推奨します。
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基本 BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができるメインサーバ
の BIOS設定を示しています。

説明名前

1つ以上の BIOS設定を変更した後にサーバをリブート
するタイミング。

[Enabled]:この設定を有効にした場合、サーバのサービス
プロファイルのメンテナンスポリシーに従ってリブート

されます。たとえば、メンテナンスポリシーでユーザの

確認応答が必要な場合、サーバはリブートされず、ユー

ザが保留中のアクティビティを確認するまで BIOSの変
更は適用されません。

[Disabled]:この設定を有効にしない場合は、別のサーバ
設定の変更によるリブートであれ手動によるリブートで

あれ、次回サーバがリブートされるまで BIOSの変更は
適用されません。

Reboot on BIOS Settings Change

シリアルポートAがイネーブルかディセーブルか。次の
いずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:シリアルポートは無効になります。

• [Enabled]:シリアルポートは有効になります。

Serial Port A

BIOSが Power On Self-Test（POST）中に表示する内容。
次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:BIOSはブート中にすべてのメッセージと
オプションROM情報を表示します。

• [Enabled]:BIOSはロゴ画面を表示しますが、ブート
中にメッセージやオプションROM情報を表示しま
せん。

Quiet Boot
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説明名前

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。
次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:BIOSはサーバのブートを続行します。

• [Enabled]:POST中に重大なエラーが発生した場合、
BIOSはサーバのブートを一時停止し、ErrorManager
を開きます。

Post Error Pause

前面パネルの電源ボタンとリセットボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれか

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:前面パネルの電源ボタンとリセットボタ
ンはアクティブであり、サーバに影響を与えるため

に使用できます。

• [Enabled]:電源ボタンとリセットボタンはロックアウ
トされます。サーバのリセットおよび電源オンは、

CIMC GUIからのみ行えます。

Front Panel Lockout

Consistent Device Naming (CDN)が有効であるかどうか。
CDNにより、イーサネットインターフェイス名が一貫し
た方法で名前指定されます。イーサネットインターフェ

イスの名前が統一され、識別が簡単になります。また、

アダプタや他の設定が変更された場合でも一貫性が保た

れます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:このBIOSポリシーに対してCDNは無効に
なります。

• [Enabled]:このBIOSポリシーに対してCDNは有効に
なります。

Consistent Device Naming (CDN)
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説明名前

予期しない電力損失後、電力が復帰したときにサーバが

実行する動作を決定します。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Last State]:サーバの電源がオンになり、システムが
最後の状態を復元しようとします。

• [Reset]:サーバの電源がオンになり、自動的にリセッ
トされます。

• [Stay Off]:手動で電源をオンにするまでサーバの電
源がオフになります。

Resume AC On Power Loss

メガトランスファー/秒(MT/s)単位でのIntel QuickPath
Interconnect (QPI)リンク周波数。次のいずれかになりま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• 6400

• 7200

• 8000

• 9600

• [Auto]:QPIリンク周波数がCPUによって判断されま
す。

QuickPath Interconnect (QPI) Link
Frequency
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説明名前

次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Home Snoop]:スヌープは、メモリコントローラの
ホームエージェント(集中型リングストップ)によっ
て生成されます。このモードは早期スヌープよりも

ローカル遅延が高くなりますが、多数の未処理トラ

ンザクションに追加のリソースを提供します。

• [ClusterOnDie]:このモードは、10個以上のコアを持
つプロセッサでのみ使用できます。これは高度に最

適化されたNUMAワークロードに対して最適なモー
ドです。

• [Early Snoop]:分散キャッシュリングストップは、ス
ヌーププローブまたはリクエストを他のキャッシン

グエージェントへ直接送信できます。このモードは

低遅延です。複数のスレッドにわたって共有データ

を保持し、キャッシュ間の転送が特徴のワークロー

ド、またはNUMAが最適化されていないワークロー
ドに対して最適です。

QuickPath Interconnect (QPI) SnoopMode

サーバ認証に使用する情報を安全に保存するためにTPM
を使用するかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enabled]:認証にTPMが使用されます。

• [Disabled]:認証にTPMが使用されません。

トラステッドプラットフォームモ

ジュール（TPM）
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説明名前

データ保護にTXTを使用するかどうか。TPM、Intel
Virtualization technology (VT)、およびIntel Virtualization
Technology for Directed I/O (VTDio)を有効にした後での
み、TXTを有効にできます。TXTのみを有効にすると、
TPM、VT、およびVTDioも暗黙的に有効になります。次
のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enabled]:追加のセキュリティに対してTXTが使用さ
れます。

• [Disabled]:追加のセキュリティに対してTXTは使用
されません。

Intel Trusted Execution Technology (TXT)

プロセッサのBIOS設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるプロセッサBIOS設定の
一覧を示します。
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表 1：[Basic] タブ

説明名前

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサでメモリ領域を分類しません。

• [Enabled]:プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

Execute Disabled Bit

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュミ

スを減らすのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:I/Oデバイスのデータはプロセッサのキャッ
シュに直接配置されません。

• [Enabled]I/Oデバイスのデータはプロセッサのキャッ
シュに直接配置されます。

Direct Cache Access
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説明名前

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アーキ
テクチャタイプを設定できます。次のいずれかになりま

す。

• [xAPIC]:標準のxAPICアーキテクチャを使用します。

• [x2APIC]:拡張x2APICアーキテクチャを使用してプ
ロセッサの32ビットアドレス指定能力をサポートし
ます。

• [Auto]:検出されたxAPICアーキテクチャを自動的に
使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Local X2 Application Policy Infrastructure
Controller (APIC)

アイドル状態のときにCPUを最大非ターボ周波数未満に
することができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]:アイドル中にCPUをターボを除く最大周
波数よりも低くできます。このオプションでは電力

消費が低下しますが、システムパフォーマンスが低

下する可能性があります。

• [Enabled]:アイドル中にCPUをターボを除く最大周波
数よりも低くできません。このオプションではシス

テムパフォーマンスが向上しますが、消費電力が増

加することがあります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Frequency Floor Override
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説明名前

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを伝達する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様では、次の
3つのモデルが定義されています。

• [HW_ALL]：プロセッサハードウェアによって、依
存関係にある論理プロセッサ（パッケージ内のすべ

ての論理プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• [SW_ALL]：OSPowerManager（OSPM）によって、
依存関係にある論理プロセッサ（物理パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間のP-stateを調整しま
す。すべての論理プロセッサで遷移を開始する必要

があります。

• [SW_ANY]：OSPowerManager（OSPM）によって、
依存関係にある論理プロセッサ（パッケージ内のす

べての論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。
ドメイン内の任意の論理プロセッサで遷移を開始で

きます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があり、設定しない場合、このパラメータの設

定は無視されます。

（注）

P-STATE Coordination
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説明名前

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングを
無効化し、追加の電力を使用してメモリ帯域幅を増

やします。

• [Energy Efficient][Energy_Efficient]：DRAMのクロッ
クスロットリングを上げてエネルギー効率を向上さ

せます。

• [Auto]:CPUがレベルを判断します。

DRAM Clock Throttling

CPUがメモリブロックを分割して、インターリーブされ
たチャネル間にデータの連続部分を分散し、同時読み取

り動作を有効にするかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Auto]:実行するインターリーブをCPUが決定しま
す。

• [1_Way]:何らかのチャネルインターリーブが使用さ
れます。

• [2 Way]

• [3 Way]

• [4 Way]:最大のチャネルインターリーブが使用され
ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Channel Interleaving
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説明名前

1つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ
う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブするか
どうか。次のいずれかになります。

• [Auto]:実行するインターリーブをCPUが決定しま
す。

• [1_Way]:何らかのランクインターリーブが使用され
ます。

• [2 Way]

• [4 Way]

• [8_Way]:最大量のランクインターリーブが使用され
ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Rank Interleaving

物理サーバがインストールされている地点のおよその海

抜（m単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]:物理的な高度をCPUが判別します。

• [300 M]:サーバは海抜約300 mです。

• [900 M]:サーバは海抜約900 mです。

• [1500 M]:サーバは海抜約1500 mです。

• [3000 M][3000-m]:サーバは海抜約3000 mです。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

高度
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表 2：[Prefetchers]タブ

説明名前

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]:プロセッサで、キャッシュの問題が検出さ
れたときにプリフェッチャを使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance]を
[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、選

択されたCPUパフォーマンスプロファイルの
設定が優先されます。

（注）

ハードウェアプリフェッチャ

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]:プロセッサで必要な行のみを取得します。

• [Enabled]:プロセッサは必須ラインとペアのラインの
両方を取得します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance]を
[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、選

択されたCPUパフォーマンスプロファイルの
設定が優先されます。

（注）

Adjacent Cache Line Prefetcher
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説明名前

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]:プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]:DCUPrefetcherでキャッシュ読み取りパター
ンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ内の

次の行を事前に取得します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Data Cache Unit (DCU) Streamer
Prefetcher

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]:プロセッサでキャッシュデータをプリロー
ドしません。

• [Enabled]:DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと判
断されたデータを含むL1キャッシュをプリロードし
ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Data Cache Unit (DCU) IP Prefetcher
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表 3：[Technology]タブ

説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]:必要に応じてプロセッサでTurbo Boost
Technologyが利用されます。

ターボブースト

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]:プロセッサでEnhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

Enhanced Intel Speed Step
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説明名前

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]:プロセッサでの複数スレッドの並列実行を
許可します。

オペレーティングシステムのベンダーにこの機能をサ

ポートするかどうかについて問い合わせることを推奨し

ます。

Hyper Threading

パッケージ内の CPUごとの論理プロセッサコアの状態
を設定します。この設定を無効にすると、Intelハイパー
スレッディングテクノロジーも無効になります。次のい

ずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [All]:すべての論理プロセッサコアの多重処理を有効
にします。

• [1～n]:Sサーバで実行可能なCPUあたりの論理プロ
セッサコアの数を指定します。多重処理を無効にし

て、サーバで実行されるCPUあたりの論理プロセッ
サコアを 1個のみにするには、[1]を選択します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

Core Multi-Processing
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説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、1つのプラットフォー
ムで、複数のオペレーティングシステムとアプリケー

ションをそれぞれ独立したパーティション内で実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]:プロセッサで、複数のオペレーティングシ
ステムをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

Virtualization Technology (VT)
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表 4：[Power]タブ

説明名前

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Disabled]:サーバでCPU電源管理は実行されず、前
述のBIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient]：前述のBIOSパラメータに最適な
設定が決定され、これらのパラメータの個々の設定

は無視されます。

• [Performance]:サーバは前述のBIOSパラメータのパ
フォーマンスを自動的に最適化します。

• [Custom]:前述のBIOSパラメータの個々の設定が使
用されます。これらの BIOSパラメータのいずれか
を変更する場合は、このオプションを選択する必要

があります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

電源管理

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• [Performance]

• [Balanced Performance]

• [Balanced Energy]

• [Energy Efficient]

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があり、設定しない場合、このパラメータの設

定は無視されます。

（注）

Energy Performance
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:システムは、アイドル時にも高パフォー
マンス状態を維持します。

• [Enabled]:システムはDIMMやCPUなどのシステムコ
ンポーネントへの電力を低減できます。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

Processor C State

C1ステートになったときに、プロセッサが最小周波数に
移行できるようにします。この設定は、サーバをリブー

トするまで有効になりません。次のいずれかになりま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:CPUはC1状態でも引き続き最大周波数で
動作します。

• [Enabled]:CPUは最小周波数に移行します。このオプ
ションでは、C1状態での最大電力量が削減されま
す。

Processor C1E
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説明名前

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enterprise]:M3サーバに対して、すべてのプリフェッ
チャとデータの再利用がイネーブルになります。M1
およびM2サーバについては、データの再利用と
DCU IPプリフェッチャはイネーブルになり、他の
すべてのプリフェッチャはディセーブルになりま

す。

• [High Throughput]:データの再利用とDCU IPプリ
フェッチャはイネーブルになり、他のすべてのプリ

フェッチャはディセーブルになります。

• [HPC]:プリフェッチャはすべてイネーブルになり、
データの再利用はディセーブルになります。この設

定はハイパフォーマンスコンピューティングとも

呼ばれます。

• Linuxを使用した

CPU Performance
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説明名前

Package C State Limit
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Auto]:使用できる電力をCPUが判断します。

• [C0 State]:サーバはすべてのサーバコンポーネント
に常にフルパワーを提供します。このオプションで

は、最高レベルのパフォーマンスが維持され、最大

量の電力が必要となります。

• [C1 State]:CPUのアイドル時に、システムは電力消
費を少し減らします。このオプションでは、必要な

電力がC0よりも少なく、サーバはすばやくハイパ
フォーマンスモードに戻ることができます。

• [C2 State]:CPUのアイドル時に、システムはC1オプ
ションの場合よりもさらに電力消費を減らします。

この場合、必要な電力は C1または C0よりも少な
くなりますが、サーバがハイパフォーマンスモー

ドに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [C3 State]:CPUのアイドル時に、システムはC1オプ
ションの場合よりもさらに電力消費を減らします。

この場合、必要な電力は C1または C0よりも少な
くなりますが、サーバがハイパフォーマンスモー

ドに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [C6 State]:CPUのアイドル時に、システムはC3オプ
ションの場合よりもさらに電力消費を減らします。

このオプションを使用すると、C0、C1、または C3
よりも電力量が節約されますが、サーバがフルパ

ワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題が発生す

る可能性があります。

• [C7 State]:CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
ネントが使用できる電力量を最小にします。このオ

プションでは、節約される電力量が最大になります

が、サーバがハイパフォーマンスモードに戻るの

に要する時間も最も長くなります。

• [C7s State]:CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
ネントが使用できる電力量を最小にします。このオ

プションでは、C7よりもさらに電力を節約できま
すが、サーバがハイパフォーマンスモードに戻る
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説明名前

のに要する時間も最も長くなります。

• [No Limit]:サーバは、使用可能な任意のCステート
に入ることがあります。

表 5：[Errors and Reporting]タブ

説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムに C3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled][disabled]:プロセッサからC3レポートを送
信しません。

• [Enabled]:プロセッサからC3レポートを送信します。

• [ACPI-C2]:プロセッサはAdvanced Configuration and
Power Interface(ACPI)C2フォーマットを使用してC3
レポートを送信します。

• [ACPI-C3]:ACPIC3フォーマットを使用してプロセッ
サからC3レポートを送信します。

Cisco UCS B440 Serverの場合、[BIOS Setup]メニューで
これらのオプションに対して [enabled]と [disabled]が使
用されます。[acpi-c3]または [acpi-c2]を指定すると、こ
のサーバではそのオプションの BIOS値に [enabled]が設
定されます。

Processor C3 Report

プロセッサからオペレーティングシステムに C6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサからC6レポートを送信しませ
ん。

• [Enabled]:プロセッサからC6レポートを送信します。

Processor C6 Report
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説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムに C7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:プロセッサからC7レポートを送信しませ
ん。

• [Enabled][enabled]:プロセッサからC7レポートを送信
します。

• [C7]:プロセッサはC7レポートを送信します。

• [C7s]:プロセッサはC7sレポートを送信します。

サーバやオペレーティングシステムに合わせて

選択します。

（注）

Processor C7 Report

平均修復時間（MTRR）変数の数を選択できます。次の
いずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Auto-Max]:BIOSはプロセッサのデフォルト値を使
用します。

• [8]：BIOSはMTRR変数に指定された数を使用しま
す。

Max Variable MTRR Setting

CPUまたは I/Oから読み取り要求があった時に発生した
シングルビットメモリエラーを、システムで修正する

かどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enabled]:1ビットメモリエラーがメモリ内部で修正
され、修正されたデータが、読み取り要求に対する

応答に設定されます。

• [Disabled]:1ビットメモリエラーは修正されません。

Demand Scrub
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説明名前

システムにサーバのメモリ（未使用部分も含む）におけ

る単一ビットメモリエラーを検出させて修復させるか

どうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enabled][Enabled]:システムは定期的にメモリを読み
書きしてECCエラーを探します。エラーが見つかる
と、システムは修正を試みます。このオプションに

より、単一ビットエラーは複数ビットエラーにな

る前に修正される場合がありますが、パトロールス

クラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合も

あります。

• [Disabled]:CPUがメモリアドレスの読み取りまたは
書き込みを行うときのみ、システムはメモリのECC
エラーをチェックします。

Patrol Scrub

プロセッサのHardware PowerManagement (HWPM)を有効
にします。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:HWPMが無効になります。

• [HWPM Native Mode]:HWPMのネイティブモードが
有効になります。

• [HWPMOOBMode]:HWPMOut-Of-Boxモードが有効
になります。

CPU Hardware Power Management

I/O BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できる I/OBIOS設定の一覧を
示します。
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説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかのオプ

ションを選択できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：プロセッサで仮想化テクノロ
ジーを使用します。

• [無効（Disabled）]：プロセッサで仮想化テクノロ
ジーを使用しません。

他の Intel Directed I/O BIOS設定を変更する場
合は、このオプションを enabledに設定する必
要があります。

（注）

Virtualization Technology (VT) for
Directed IO

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかのオプションを選択できま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：プロセッサで VT-d Interrupt
Remappingを必要に応じて使用します。

• [無効（Disabled）]：プロセッサでリマッピングをサ
ポートしません。

Interrupt Re-map

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかのオプションを選択できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：プロセッサでVT-dCoherencyを
必要に応じて使用します。

• [無効（Disabled）]：プロセッサでコヒーレンシをサ
ポートしません。

Coherency Support
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかのオプ
ションを選択できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：プロセッサで VT-d ATSを必要
に応じて使用します。

• [無効（Disabled）]：プロセッサで ATSをサポート
しません。

Address Translation Services (ATS)
Support

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかのオプションを選択できま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：プロセッサで VT-d Pass-through
DMAを必要に応じて使用します。

• [無効（Disabled）]：プロセッサでパススルーDMA
をサポートしません。

Pass Through DMA Support

RAS メモリの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して設定できる RASメモリの BIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

BIOSで NUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：BIOSはNUMAに対応したオペ
レーティングシステムに必要なACPIテーブルを含
みます。このオプションをイネーブルにした場合

は、一部のプラットフォームでシステムのソケット

間メモリインターリーブをディセーブルにする必要

があります。

• [無効（Disabled）]：BIOSで NUMAをサポートし
ません。

NUMA

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [省電力モード（Power Saving Mode）]：低電圧のメ
モリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先されま

す。このモードでは、電圧を低く維持するために、

メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [パフォーマンスモード（Performance Mode）]：高
周波数の動作が低電圧の動作よりも優先されます。

• [自動（Auto）]：プライオリティをCPUによって判
別します。

LV DDR Mode
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説明名前

内部メモリ用の更新間隔レート。次のいずれかになりま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• 1x

• 2x

• 3倍

• 4倍

• [自動（Auto）]

DRAM Refresh Rate

サーバに対するメモリの RAS（信頼性、可用性、有用
性）の設定方法。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [最大パフォーマンス（MaximumPerformance）]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [ミラーリング（Mirroring）]：システムのメモリの
半分をバックアップとして使用することにより、シ

ステムの信頼性が最適化されます。

• [ロックステップ（Lockstep）]：サーバ内の DIMM
ペアが、同一のタイプ、サイズ、および構成を持

ち、SMIチャネルにまたがって装着されている場
合、ロックステップモードをイネーブルにして、メ

モリアクセス遅延の最小化およびパフォーマンスの

向上を実現できます。B440サーバでは [ロックス
テップ（lockstep）]がデフォルトでイネーブルに
なっています。

• [スペアリング（Sparing）]：スペアリングモードを
有効にします。

Memory RAS Configuration Mode
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説明名前

スペアリングはメモリを予備に保持することで信頼性を

最適化し、別のDIMMの障害発生時に使用できるように
します。このオプションは、メモリの冗長性を実現しま

すが、ミラーリングほどの冗長性は提供されません。使

用可能なスペアリングのモードは、現在のメモリの数に

よって異なります。

このオプションは、[メモリ RAS設定（Memory RAS
Config）]パラメータで [スペアリング（sparing）]オプ
ションを選択したときのみ使用可能です。次のいずれか

を指定できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [DIMMスペアリング（DIMM Sparing）]：1枚の
DIMMが予備に保持されます。DIMMに障害が発生
すると、その DIMMの内容はスペア DIMMに移さ
れます。

• [ランクスペアリング（Rank Sparing）]：DIMMの
スペアランクが予備に保持されます。あるランクの

DIMMに障害が発生した場合、そのランクの内容が
スペアランクに移されます。

Sparing Mode

デュアル電圧 RAMで使用される電圧。次のいずれかに
なります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [1500 MV]

• [1350 MV]

DDR3 Voltage Selection

USB BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるUSB BIOS設定の一覧を
示します。
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[基本] タブ

説明名前

サーバがUSBデバイスからブートできるかどうか。次の
いずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：サーバはUSBデバイスからブートで
きます。

• [有効][有効]：サーバはUSBデバイスからブートで
きません。

Make Device Non Bootable

USBの前面パネルのロックが、USBポートに前面パネル
からアクセス可能または不可能に設定されます。次のい

ずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]

• [有効][有効]

USB Front Panel Access Lock

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [自動][自動]：USBデバイスが接続されていない場
合、レガシーUSBのサポートがディセーブルになり
ます。

• [無効][無効]：USBデバイスは、EFIアプリケーショ
ンでのみ使用できます。

• [有効][有効]：レガシーUSBのサポートは常に使用
できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

Legacy USB Support
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説明名前

USBEHCIのアイドル時電力消費を減らすためにUSBシ
ステムにアイドル時電力最適化設定を使用するかどう

か。この設定で選択した値によって、パフォーマンスが

影響を受けることがあります。次のいずれかになりま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [高パフォーマンス][高パフォーマンス]：最適なパ
フォーマンスを電力節約より優先するため、USBシ
ステムのアイドル時電力最適化設定はディセーブル

にされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが大

幅に向上します。サイトにサーバの電源制限がない

場合はこのオプションを選択することを推奨しま

す。

• [アイドル時電力低][アイドル時電力低]：電力節約
を最適なパフォーマンスより優先するため、USBシ
ステムのアイドル時電力最適化設定はイネーブルに

されます。

USB Idle Power Optimizing Setting

完全な USBキーボードレガシーサポートのために
60h/64hエミュレーションをシステムでサポートするか
どうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：60h/64エミュレーションはサポートさ
れません。

• [有効][有効]：60h/64エミュレーションがサポートさ
れます。

サーバで USB非対応オペレーティングシステムを
使用する場合は、このオプションを選択する必要が

あります。

Port 60h/64h Emulation Support
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説明名前

オンボード USB 3.0ポートの動作は、次のいずれかにな
ります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：オンボードUSB 3.0ポートはUSB2.0
ポートとして機能します。

• [有効][有効]：オンボードUSB 3.0ポートはUSB3.0
ポートとして機能します。

xHCI Mode Support

[デバイス管理]のタブ

説明名前

前面パネルのUSBデバイスが有効か無効か。次のいずれ
かになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：前面パネルのUSBポートをディセー
ブルにします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されません。

• [有効][有効]：前面パネルのUSBポートをイネーブ
ルにします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOSおよびオペレーティングシステムによっ
て検出されます。

Front Panel USB Ports
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説明名前

背面パネルのUSBポートが有効か無効か。次のいずれか
になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：背面パネルのUSBポートをディセー
ブルにします。これらのポートに接続されるデバイ

スは、BIOSおよびオペレーティングシステムに
よって検出されません。

• [有効][有効]：背面パネルのUSBポートをイネーブ
ルにします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOSおよびオペレーティングシステムによっ
て検出されます。

Rear Panel USB Ports

内部USBポートがイネーブルかディセーブルか。次のい
ずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：内部USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、

BIOSおよびオペレーティングシステムによって検
出されません。

• [有効][有効]：内部USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOS
およびオペレーティングシステムによって検出され

ます。

Internal USB Ports

KVMポートが有効か無効か。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：KVMキーボードおよびマウスデバイ
スをディセーブルにします。キーボードとマウスは

KVMウィンドウで機能しなくなります。

• [有効][有効]：KVMキーボードおよびマウスデバイ
スをイネーブルにします。

KVM I/O
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説明名前

SDカードドライブがイネーブルかディセーブルか。次
のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：SDカードドライブをディセーブルに
します。 SDカードドライブは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [有効][有効]：SDカードドライブをイネーブルにし
ます。

SD Card Drives

仮想メディアデバイスが有効か無効か。次のいずれかに

なります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：vMediaデバイスをディセーブルにし
ます。

• [有効][有効]：vMediaデバイスをイネーブルにしま
す。

vMedia Devices

すべての物理および仮想USBデバイスが有効であるか、
無効であるか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効][無効]：すべてのUSBデバイスがディセーブ
ルです。

• [有効][有効]：すべてのUSBデバイスがイネーブル
です。

All USB Devices

PCI BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる PCIの BIOS設定の一
覧を示します。
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表 6：[Basic] タブ

説明名前

システム設定に応じて、PAE非対応のオペレーティング
システムのメモリ使用量をBIOSで 4GB以下に最大化す
るかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled][disabled]:メモリ使用率を最大化しません。
PAE対応のオペレーティングシステムすべてに対
してこのオプションを選択します。

• [Enabled]:PAEをサポートしないオペレーティングシ
ステムについて4GB以下でメモリ使用率を最大化し
ます。

Max Memory Below 4G

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプション ROMは 4 GB
を超えるアドレスにアクセスできません。PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:64ビットPCIデバイスのI/Oを4 GB以上の
アドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]:64ビットPCIデバイスのI/Oを4GB以上のア
ドレス空間にマッピングします。

Memory Mapped IO Above 4Gb
Configuration
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説明名前

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]:プライオリティがオンボードVGAデバイ
スに与えられます。BIOSポスト画面およびOSブー
トはオンボード VGAポート経由で駆動されます。

• [Offboard]:プライオリティがPCIEグラフィックスア
ダプタに与えられます。BIOSポスト画面およびOS
ブートは外部グラフィックスアダプタポート経由

で駆動されます。

• [Onboard VGA Disabled]:プライオリティがPCIEグラ
フィックスアダプタに与えられ、オンボードVGAデ
バイスは無効になります。

オンボードVGAが無効の場合、vKVMは
機能しません。

（注）

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オンボードVGAデバイスのみがCisco UCS Bシ
リーズサーバでサポートされます。

（注）

VGA Priority

オプションROMがすべての拡張ポートで使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

PCIe OptionROMs
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説明名前

すべてのメザニンPCIeポートが有効であるか、無効であ
るか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enabled]:すべてのLOMポートが有効です。

• [Disabled]:すべてのLOMポートが無効です。

PCIe Mezz OptionRom

オプションROMが10G LOMポートで使用できるかどう
か。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

PCIe 10G LOM 2 Link

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Auto]:電力状態をCPUによって判別します。

• [Disabled]:BIOSでのASPMサポートは無効です。

• [Force L0]:すべてのリンクを強制的にL0スタンバイ
(L0s)状態にします。

ASPM Support
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表 7：[PCIe Slot Link Speed]タブ

説明名前

このオプションを使用すると、PCIeスロットnに装着さ
れているアダプタカードの最大速度を制限できます。次

のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [gen1 - 2.5 GT/s]:2.5GT/s (ギガトランスファー/秒)ま
での速度が許可されます。

• [gen2 - 5 GT/s]:5GT/sまでの速度が許可されます。

• [gen3 - 8 GT/s]:8GT/sまでの速度が許可されます。

• [Auto]:最高速度は自動的に設定されます。

• [Disabled]:最大速度は制限されません。

Slot n Link Speed

表 8：[PCIe Slot OptionROM]タブ

説明名前

オプションROMが指定されたポートで使用できるかどう
か。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

Slot n OptionROM
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説明名前

指定されたポートで使用できるかどうか。次のいずれか

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

Slot SAS

指定されたポートで使用できるかどうか。次のいずれか

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

Slot HBA
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説明名前

オプションROMが、指定したポートで使用可能なMLOM
に接続されているPCIeスロットで使用できるかどうか。
次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

Slot MLOM

指定されたポートで使用できるかどうか。次のいずれか

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

Slot N1
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説明名前

指定されたポートで使用できるかどうか。次のいずれか

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Disabled]:拡張スロットを使用できません。

• [Enabled]:拡張スロットを使用できます。

• [UEFI-Only]:拡張スロットをUEFIでのみ使用できま
す。

• [LegacyOnly]:拡張スロットをレガシーでのみ使用で
きます。

Slot N2

グラフィック設定の BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるグラフィック設定の
BIOS設定の一覧を示します。

説明名前

統合グラフィックを有効にします。次のいずれかになり

ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：統合グラフィックが有効になり
ます。

• [無効（Disabled）]：統合グラフィックが無効になり
ます。

統合グラフィック
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説明名前

統合グラフィックコントローラにマップされているメモ

リのサイズを設定できます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• 128 MB

• 256 MB

• 512 MB

• 1024 MB

• 2048 MB

• 4096 MB

統合グラフィックアパーチャサイズ

オンボードグラフィック（KVM）を有効にします。次
のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [有効（Enabled）]：オンボードグラフィックが有効
になります。

• [無効（Disabled）]：オンボードグラフィックが無
効になります。

オンボードグラフィック

ブートオプションの BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるブートオプ
ションの BIOS設定を示しています。
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説明名前

BIOSでユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを再試行するかどうかを設定します。次のい

ずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [ディセーブル]:ユーザ入力を待機してから非EFIベー
スのブートオプションを再試行します。

• [イネーブル]:ユーザ入力を待機せずに非EFIベース
のブートオプションを継続的に再試行します。

Boot Option Retry

オンボードソフトウェアRAIDコントローラをサーバで
使用できるかどうかを設定します。次のいずれかになり

ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [ディセーブル]:ソフトウェアRAIDコントローラを
使用できません。

• [イネーブル]:ソフトウェアRAIDコントローラを使
用できます。

Onboard SCU Storage Support

Intel SASEntryRAIDモジュールがイネーブルかどうかを
設定します。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [ディセーブル]: Intel SAS Entry RAIDモジュールは
ディセーブルです。

• [イネーブル]: Intel SAS Entry RAIDモジュールはイ
ネーブルです。

Intel Entry SAS RAID
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説明名前

Intel SASEntryRAIDモジュールがどのように設定される
かを決定します。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [Intel IT/IRRAID]: Intel IT/IRRAIDを使用するように
RAIDモジュールを設定します。

• [Intel Embedded Server RAID Technology II]: Intel
Embedded Server RAID Technology IIを使用するよう
にRAIDモジュールを設定します。

Intel Entry SAS RAID Module

サーバマネージャ BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して設定できるサーバ管理 BIOS設
定の一覧を示します。

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効（Disabled）]：SERRの発生時に、BIOSはNMI
を生成することもエラーをログに記録することもし

ません。

• [有効（Enabled）]：SERRの発生時に、BIOSはNMI
を生成し、エラーをログに記録します。[AssertNmi
onPerr]をイネーブルにするには、この設定をイネー
ブルにする必要があります。

Assert NMI on SERR
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説明名前

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効（Disabled）]：PERRの発生時に、BIOSはNMI
を生成することもエラーをログに記録することもし

ません。

• [有効（Enabled）]：PERRの発生時に、BIOSはNMI
を生成し、エラーをログに記録します。この設定を

使用するには、[Assert Nmi on Serr]をイネーブルに
する必要があります。

Assert NMI on PERR

BIOSが、定義済みのタイムアウト値を持つウォッチドッ
グタイマーをプログラムするかどうか。タイマーが切れ

る前にオペレーティングシステムのブートが完了しない

と、CIMCはシステムをリセットし、エラーがログに記
録されます。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効（Disabled）]：サーバのブートにかかる時間は
ウォッチドッグタイマーで追跡されません。

• [有効（Enabled）]：サーバのブートにかかる時間を
ウォッチドッグタイマーで追跡します。サーバが事

前に定義した時間内にブートしない場合、CIMCは
システムをリセットし、エラーを記録します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポートま

たは Intel管理ソフトウェアが必要です。

OS Boot Watchdog Timer
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説明名前

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [電源オフ（Power Off）]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、サーバの電

源がオフになります。

• [リセット（Reset）]：OSのブート中にウォッチドッ
グタイマーの期限が切れた場合、サーバの電源がオ

フになります。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にだけ利用できます。

OS Boot Watchdog Timer Timeout Policy

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [5分（5 Minutes）]：ウォッチドッグタイマーは、
OSのブートが開始されてから 5分後に期限が切れ
ます。

• [10分（10Minutes）]：ウォッチドッグタイマーは、
OSのブートが開始されてから 5分後に期限が切れ
ます。

• [15分（15Minutes）]：ウォッチドッグタイマーは、
OSのブートが開始されてから 15分後に期限が切れ
ます。

• [20分（20Minutes）]：ウォッチドッグタイマーは、
OSのブートが開始されてから 20分後に期限が切れ
ます。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にだけ利用できます。

OS Boot Watchdog Timer Timeout
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コンソールの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるコンソール BIOS設定
の一覧を示します。

説明名前

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効（Disabled）]disabled：コンソールリダイレク
ションがイネーブルになっているシリアルポートは

レガシーオペレーティングシステムから認識され

ません。

• [有効（Enabled）]enabled：コンソールリダイレク
ションがイネーブルになっているシリアルポートは

レガシーオペレーティングシステムに認識されま

す。

Legacy OS Redirect
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説明名前

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [無効（Disabled）]disabled：POST中にコンソール
リダイレクションは発生しません。

• [シリアルポート A（Serial Port A）]serial-port-a：
POST中のコンソールリダイレクションのためにシ
リアルポート Aをイネーブルにします。このオプ
ションはブレードサーバおよびラックマウントサー

バに対して有効です。

• [シリアルポート B（Serial Port B）]serial-port-b：
POST中のコンソールリダイレクションのためにシ
リアルポート Bをイネーブルにし、サーバ管理タ
スクの実行を許可します。このオプションは、ラッ

クマウントサーバでのみ有効です。

• [有効（Enabled）]enabled：POST中にコンソールリ
ダイレクションが発生します。

• [Com 0]com-0：サーバの COMポート 0への BIOS
POSTメッセージのコンソールリダイレクションを
イネーブルにします。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

Console Redirection
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説明名前

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。[コンソールリダイレクション（ConsoleRedirection）]
をディセーブルにした場合は、このオプションを使用で

きません。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [9600]：9600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

BAUD Rate

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [pc-ansi]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [vt100]：サポートされている vt100ビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [vt100-plus]：サポートされている vt100-plusビデオ
端末とその文字セットが使用されます。

• [vt-utf8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用さ
れます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

Terminal Type
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説明名前

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、端末に潜む問題が原因で発生するフレームコリ

ジョンを減らすことができます。次のいずれかになりま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [なし（None）]：フロー制御は使用されません。

• [RTS/CTS]rts-cts：フロー制御に RTS/CTSが使用さ
れます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

Flow Control
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段の
キーのアクションを変更できます。次のいずれかになり

ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクション
キーはデジタル端末の一般的な動作と一致します。

ファンクションキーによって ESC [11~や ESC [12~
などのシーケンスを生成します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファ
ンクションキー F6～ F12はデフォルトモードと同
様に動作しますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[E
を生成します。

• [SCO]：ファンクションキーF1～F12によってESC
[M～ ESC [Xを生成します。ファンクションキー
と Shiftキーによって ESC [Y～ ESC [jを生成しま
す。Ctrlキーとファンクションキーによって ESC
[k～ESC [vを生成します。Shift、Ctrlおよびファン
クションキーによって ESC [w～ ESC [{を生成し
ます。

• [vt100]：ファンクションキーがESCOP～ESCO[を
生成します。

• [VT400]：ファンクションキーはデフォルトモード
と同様に動作します。テンキーの最上段のキーに

よって ESC OP～ ESC OSを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデ
フォルトモードと同様に動作します。ファンクショ

ンキー F1～ F4によって ESC OP～ ESC OSを生成
します。これはデジタル端末のキーパッドの上段に

よって生成されるシーケンスです。

Putty KeyPad

IPMI アクセスプロファイル
IPMIアクセスプロファイルポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドをサーバに直
接送信できるかどうかを決定することができます。たとえば、Cisco IMCからセンサーデータを
取得するためのコマンドを送信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証
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可能なユーザ名とパスワードを含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み
取り/書き込み権限かを定義します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMI アクセスプロファイルの作成と編集
IPMIアクセスプロファイルには IPMIユーザが必要です。IPMIアクセスプロファイルと同時に
IPMIユーザを作成できます。あるいは、既存の IPMIアクセスプロファイルに IPMIユーザを追
加できます。

IPMIアクセスプロファイルポリシーのパラメータを変更するには、[すべてのポリシー（All
policies）]ページでポリシーを選択してから、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「IPMIアクセスプロファイルポリシーの作成」
と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [IPMIアクセスプロファイルポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ドメイング
ループを作成する[ドメイングループの場所]を選択します。

ステップ 3 [基本（Basic）]で、[組織（Organization）]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択しま
す。

ステップ 4 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 5 [IPMI over LAN]リモート接続を許可するかどうかを選択します。

ステップ 6 （任意） [IPMIユーザ（IPMI Users）]で IPMIユーザ名を選択して、パスワードを入力し、確認
のためのパスワードをもう一度入力します。

ステップ 7 読み取り専用と管理用のどちらの [Serial over LAN Access]を許可するかを選択します。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

次の作業

IPMIプロファイルをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めま
す。

Serial over LAN ポリシー
Serial over LAN（SOL）ポリシーは、ポリシーを使用するサービスプロファイルに関連付けられ
たすべてのサーバに対する Serial over LAN接続を設定します。デフォルトでは、Serial over LAN
接続は無効になっています。
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Serial over LANポリシーを実装する場合、IPMIプロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Serial over LAN ポリシーの作成と編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「Serial Over LAN (SOL)ポリ
シーの作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [SerialOverLAN(SOL)ポリシー]ダイアログボックスで、ポリシーを作成する[組織]を選択します。

ステップ 3 ポリシーの [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 [ボーレート（Baud Rate）]の値を選択します。

ステップ 5 [イネーブル]をクリックして、Serial over LAN接続を許可します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ホストファームウェアパッケージポリシー
ホストファームウェアパッケージポリシーを使用すると、ホストファームウェアパッケージ

（ホストファームウェアパックとも呼ばれる）を構成するファームウェアバージョンのセット

を指定することができます。ファームウェアバンドルを選択した後に、さまざまなコンポーネン

トを除外できます。これにより、データセンターの機密デバイスがアップグレードされるのを防

止できます。

コンポーネントの除外は、Cisco UCS Managerリリース 2.2.7以降でのみサポートされていま
す。

（注）

コンポーネントを除外する場合、次の点に注意する必要があります。

•グローバルデフォルトホストファームウェアパッケージポリシーにはすべてのコンポーネ
ントが含まれていますが、新しいカスタムホストファームウェアパッケージポリシーを作

成すると、ローカルディスクコンポーネントが自動的に除外されます。

•バージョン 1.3以前の Cisco UCS Centralで作成されたホストファームウェアパッケージポ
リシーでは、コンポーネントの除外はサポートされません。Cisco UCS Centralリリース 1.4
以降にアップグレードしても、これらのポリシーは変更されません。

•除外コンポーネント（デフォルトで除外されるローカルディスクコンポーネントを含む）
を使用して独自のホストファームウェアパッケージポリシーを作成する場合、バージョン
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2.2.7より前の Cisco UCSManagerを実行しているサーバに関連付けられているサービスプロ
ファイルに、そのホストファームウェアパッケージポリシーを含めることはできません。

含めようとすると、サービスプロファイルの関連付けの際に次のエラーメッセージが表示

されます。

ucs domain does not have the matching server capabilities for this service-profile

ホストファームウェアパッケージポリシーの除外コンポーネントをすべて削除するか、Cisco
UCS Managerのバージョンを 2.2.7以降にアップグレードしてください。

ホストファームウェアパッケージポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。バーで、「Create Host Firmware Package Policy」と
入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ホストファームウェアパッケージポリシー（Host Firmware Package Policy）]ダイアログボック
スで、[基本（Basic）]をクリックし、ポリシーを作成する [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 環境の要件に応じて、ファームウェアの [ブレードバージョン（Blade Version）]と [ラックバー
ジョン（Rack Version）]を選択します。

ステップ 5 [コンポーネント（Components）]タブで、[追加（Add）]をクリックし、ファームウェアアップ
デートから除外するコンポーネントを選択します。

アップデートに含められるコンポーネントとアップデートから除外されるコンポーネントが表示

されます。

ステップ 6 すべてのコンポーネントを除外するには、[除外コンポーネント（ExcludedComponents）]をクリッ
クします。

ステップ 7 除外コンポーネントを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。
ポリシーの影響を確認するには、[評価（Evaluate）]をクリックしま
す。

（注）
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iSCSI アダプタポリシー

iSCSI アダプタポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「iSCSIアダプタポリシーの作
成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [iSCSIアダプタポリシー]ダイアログボックスで、ポリシーを作成する[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [接続タイムアウト（Connection Timeout）]、[LUNビジー再試行回数（LUN Busy Retry Count）]、
および [DHCPタイムアウト（DHCP Timeout）]の値を入力します。

ステップ 5 [TCPタイムスタンプ（TCPTimestamp）]、[HBAモード（HBAMode]）、および [ターゲットへの
ブート（Boot To Target）を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

iSCSI 認証プロファイルの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「iSCSI認証プロファイルの作
成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [iSCSI認証プロファイル]ダイアログボックスで、ポリシーを作成する[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [ユーザID]を入力します。

ステップ 5 パスワードを入力し、確認のためのパスワードをもう一度入力します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。
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ID範囲アクセス制御ポリシー
特定のドメイングループで利用可能なプールを制限するには、ID範囲アクセス制御ポリシーを使
用します。プールにアクセス制御ポリシーを適用すると、選択したドメイングループだけが、適

用したプールにアクセス可能になります。

ID範囲アクセス制御ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ID範囲アクセス制御ポリシー
の作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ID範囲アクセス制御ポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する
[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [ドメイングループ]で、[追加]をクリックして、このポリシーが関連付けられている[許可ドメイン
グループ]を選択します。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

ローカルディスクポリシー
このポリシーにより、ローカルドライブのオンボード RAIDコントローラ経由でサーバに取り付
けられている、オプションのSASローカルドライブが設定されます。このポリシーでは、ローカ
ルディスク設定ポリシーをインクルードしているサービスプロファイルに関連付けられたすべて

のサーバに対してローカルディスクモードを設定できます。

ローカルディスクモードには次のものがあります。

•任意の構成

•ローカルストレージなし

• RAIDなし

• RAID 1ミラー

• RAID 10ミラー &ストライプ

• RAID 0ストライプ

• RAID 6ストライプ化デュアルパリティ
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• RAID 60ストライプデュアルパリティストライプ

• RAID 5ストライプパリティ

• RAID 50ストライプパリティストライプ

ローカルディスクポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ローカルディスクポリシー
の作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ローカルディスクポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する[組
織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [モード（Mode）]で、ローカルディスクの設定モードを選択します。

ステップ 5 [設定保護（Configuration Protection）]、[FlexFlash]、および [FlexFlash RAIDレポート（FlexFlash
RAID Reporting)]を有効にするか、無効にするかを選択します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

Quality Of Service ポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、そのトラフィックのQoSが決定されます。
一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を指定することもで

きます。

vNICや vHBAを設定するには、vNICポリシーや vHBAポリシーに QoSポリシーを適用してか
ら、そのポリシーをサービスプロファイルに適用する必要があります。
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Quality of Service ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「Quality of Service (QoS)ポリ
シーの作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [Quality of Service (QoS)ポリシーの作成]ダイアログボックスで、[組織]をクリックし、ポリシーを
作成する場所を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [出力プライオリティ（Egress Priority）]を選択します。

ステップ 5 [Host Control Class of Service (CoS)]を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 6 [出力バーストサイズ（Egress Burst Size）]を入力して、出力平均トラフィックレートを選択しま
す。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

スクラブ（終了破棄の時）ポリシー
Cisco UCS Centralでは、検出プロセス中、サーバが再認識された場合、またはサーバがサービス
プロファイルとの関連付けを解除された場合に、サーバ上のローカルデータと BIOS設定がどう
なるかを決定するスクラブポリシーを作成できます。

ローカルディスクスクラブポリシーは、Cisco UCS Managerによって管理されるハードドライ
ブにのみ適用され、USBドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカルドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいずれかが

発生します。

•有効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•無効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカル
ストレージ設定を含む）。
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BIOS 設定スクラブ

BIOS設定に対しては、スクラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバからアソシエー
ション解除されるときに、次のいずれかが発生します。

•有効になっている場合は、サーバのすべての BIOS設定が消去され、そのサーバタイプとベ
ンダーに応じた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•無効になっている場合は、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。

FlexFlash スクラブ

FlexFlashスクラブにより、新規またはデグレードしたSDカードの組み合わせ、FlexFlashメタデー
タの設定エラーの解決、4パーティションの旧式 SDカードから単一パーティション SDカードへ
の移行を実行することができます。スクラブポリシーを含むサービスプロファイルとサーバとの

関連付けが解除されるとき、またはサーバが再認識されるときに、SDカードに対して次のいずれ
かが発生します。

•有効になっている場合は、PNUOSフォーマットユーティリティによりSDカードのHVパー
ティションがフォーマットされます。SDカードが 2枚ある場合、それらカードはRAID-1ペ
アになっており、両方のカードの HVパーティションが有効と見なされます。スロット 1の
カードはプライマリ、スロット 2のカードはセカンダリと見なされます。

•無効になっている場合は、既存の SDカード設定が保持されます。

（注） • FlexFlashスクラブを行うと SDカードのHVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、ホストオペレーティングシステム用の適切なユーティリティ

を使用して SDカードの完全バックアップを行うことを推奨します。

•サービスプロファイルのメタデータ設定の不具合を解決するには、FlexFlashスクラブを
実行する前に、ローカルディスク設定ポリシーの FlexFlashを無効にして、サーバが再認
識された後に FlexFlashを有効にする必要があります。

•ペアリングが完了したら、またはメタデータの不具合が解決したら、ただちにスクラブ
ポリシーを無効にしてください。
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スクラブポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「スクラブポリシーの作成」
と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [スクラブポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する[組織]を選
択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 有効にするスクラブポリシーを選択します。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

vMedia ポリシー
リモートの vMediaデバイスのマッピング情報を設定するために、vMediaポリシーが使用されま
す。vMediaポリシー内で 2つの vMediaデバイスと、CDおよび HDDに対するマッピングが使用
できます。同時に、1つの ISOと 1つの IMGを設定できます。ISO設定は CDドライブにマッピ
ングされ、IMG設定は HDDデバイスにマッピングされます。

デバイスをリモートフォルダにマッピングする場合、IMGを作成し、HDDデバイスとして
マッピングします。

（注）

Cisco UCS Centralから、リモート UCSサーバ用の vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニ
ングできます。スクリプト可能な vMediaを使用して、リモートサーバに IMGおよび ISOイメー
ジをマウントするようにプログラミングできます。CIMCマウント vMediaを使用すると、メディ
ア接続に関する要件を追加することなく、データセンター内の他のマウントメディア間で通信で

きるようになります。スクリプト可能なvMediaを使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディ
アデバイスを制御して、手動で各 Cisco UCSサーバを個別にマッピングできます。

スクリプト可能な vMediaは、NFS、CIFS、HTTP、およびHTTPSの共有など、複数の共有タイプ
をサポートします。スクリプト可能な vMediaは BIOS設定によって有効になり、Web GUIおよび
CLIインターフェイスを介して設定されます。スクリプト可能vMediaを使用して、登録されたCisco
UCSドメイン内で次の操作を実行できます。

•特定の vMediaデバイスからのブート

•マウントされた共有からローカルディスクへのファイルのコピー

• OSドライバのインストールと更新
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スクリプト可能な vMediaのサポートは、CIMCにマッピングされているデバイスにのみ適用
されます。既存の KVMベースの vMediaデバイスはサポートされません。

（注）

vMedia ポリシーの作成または編集
vMediaポリシーを作成して、それとサービスプロファイルを関連付けることができます。

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「vMediaポリシーの作成」と
入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [vMediaポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する[組織]を選択
します。

a) [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

b) （任意） [マウント失敗での再試行（Retry on Mount Failure）]に対して [有効（Enabled）]ま
たは [無効（Disabled）]を選択します。
[有効（Enabled）]の場合は、マウントエラーが発生しても vMediaがマウントを継続します。

ステップ 3 （任意） [HDD]をクリックして、次の手順を実行します。
a) [マウント名（Mount Name）]を入力します。
b) [プロトコル（Protocol）]を選択して、必要なプロトコル情報を入力します。
c) [サービスプロファイル名からファイル名を生成（Generate File name fromService ProfileName）]
で、[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]をクリックします。
[有効（Enabled）]の場合は、自動的に IMG名としてサービスプロファイル名が使用されま
す。サービスプロファイルと同じ名前の IMGファイルが、必要なパスで入手できる必要があ
ります。[無効（Disabled）]を選択した場合は、ポリシーで使用する必要のあるリモート IMG
ファイル名を入力します。

ステップ 4 （任意） [CDD]をクリックして、次の手順を実行します。
a) [マウント名（Mount Name）]を入力します。
b) [プロトコル（Protocol）]を選択して、必要なプロトコル情報を入力します。
c) [サービスプロファイル名からファイル名を生成（Generate File name fromService ProfileName）]
で、[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]をクリックします。
[有効（Enabled）]の場合は、自動的に ISO名としてサービスプロファイル名が使用されます。
サービスプロファイルと同じ名前の ISOファイルが、必要なパスで入手できる必要がありま
す。[無効（Disabled）]を選択した場合は、ポリシーで使用する必要のあるリモート ISOファ
イル名を入力します。
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ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

次の作業

vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。
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